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(57)【要約】
【課題】　ユーザーによる閲覧に適した態様でワークア
ウト情報を表示する処理を行うワークアウト情報表示方
法、ワークアウト情報表示システム、サーバーシステム
、電子機器、情報記憶媒体及びプログラム等の提供。
【解決手段】　ワークアウト情報表示方法は、ユーザー
が実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を取
得し、表示画面の第１表示領域に履歴情報を表示する処
理と、第２表示領域に第１期間に対応する第１統計情報
を表示する処理を行い、ユーザーの操作に基づいて、第
２期間に対応する少なくとも１つのワークアウト情報が
、第１表示領域に表示された場合は、第２表示領域に、
第２期間に対応する第２統計情報を表示する。
【選択図】　　　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーが実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を取得し、
　表示画面の第１表示領域に、前記ユーザーが行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の
ワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウト情報を履歴情報として表示する処理と、前
記表示画面の第２表示領域に、第１期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出
された第１統計情報を表示する処理を行い、
　前記ユーザーの操作に基づいて、前記第１期間とは異なる第２期間に対応する少なくと
も１つの前記ワークアウト情報が、前記第１表示領域に表示された場合は、
　前記第２表示領域に、前記第２期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出さ
れた第２統計情報を表示する、
　ことを特徴とするワークアウト情報表示方法。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１表示領域と前記第２表示領域とは、１つの前記表示画面に配列されることを特
徴とするワークアウト情報表示方法。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記第１表示領域に対する前記ユーザーのスクロール操作を受け付けた場合に、
　前記第１表示領域に表示する前記ワークアウト情報を変更する処理を行うことを特徴と
するワークアウト情報表示方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかにおいて、
　前記第１統計情報及び前記第２統計情報は、月ごとの統計情報及び週ごとの統計情報の
少なくとも一方であることを特徴とするワークアウト情報表示方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかにおいて、
　前記履歴情報として表示される前記第１～第Ｍのワークアウト情報は、地図情報を含む
ことを特徴とするワークアウト情報表示方法。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記履歴情報として表示される前記第１～第Ｍのワークアウト情報のうちの最新のワー
クアウト情報を、他の前記ワークアウト情報に比べて大きいサイズで表示することを特徴
とするワークアウト情報表示方法。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかにおいて、
　前記ワークアウトの第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の種別に対応する第１～第Ｎのカ
ードを、ボード画面に配置表示し、
　前記第１～第Ｎのカードのうちの第ｉ（ｉは１≦ｉ≦Ｎの整数）のカードを選択する前
記ユーザーの選択操作を受け付けた場合に、前記第ｉのカードに対応する第ｉの種別の前
記ワークアウトの前記履歴情報を表示することを特徴とするワークアウト情報表示方法。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかにおいて、
　前記ワークアウト情報は、
　運動距離、運動時間、及び運動強度の少なくとも１つの情報を含むことを特徴とするワ
ークアウト情報表示方法。
【請求項９】
　ユーザーの操作を受け付ける受付部と、
　前記ユーザーが実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する記憶部と、
　前記ワークアウト情報を表示する表示部と、
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　を含み、
　前記表示部は、
　表示画面の第１表示領域に、前記ユーザーが行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の
ワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウト情報を履歴情報として表示し、前記表示画
面の第２表示領域に、第１期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出された第
１統計情報を表示し、
　前記受付部が受け付けた前記ユーザーの操作に基づいて、前記第１期間とは異なる第２
期間に対応する少なくとも１つの前記ワークアウト情報が、前記第１表示領域に表示され
た場合は、
　前記表示部は、
　前記第２表示領域に、前記第２期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出さ
れた第２統計情報を表示することを特徴とするワークアウト情報表示システム。
【請求項１０】
　ユーザーの操作情報を受け付ける受付部と、
　前記ユーザーが実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する記憶部と、
　表示部に前記ワークアウト情報を表示する処理を行う表示処理部と、
　を含み、
　前記表示処理部は、
　表示画面の第１表示領域に、前記ユーザーが行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の
ワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウト情報を履歴情報として表示する処理と、前
記表示画面の第２表示領域に、第１期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出
された第１統計情報を表示する処理を行い、
　前記受付部が受け付けた前記ユーザーの操作に基づいて、前記第１期間とは異なる第２
期間に対応する少なくとも１つの前記ワークアウト情報が、前記第１表示領域に表示され
た場合は、
　前記表示処理部は、
　前記第２表示領域に、前記第２期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出さ
れた第２統計情報を表示する処理を行うことを特徴とするサーバーシステム。
【請求項１１】
　請求項９に記載のワークアウト情報表示システムを含むことを特徴とする電子機器。
【請求項１２】
　ユーザーの操作を受け付ける受付部と、
　前記ユーザーが実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する記憶部と、
　表示部に前記ワークアウト情報を表示する処理を行う表示処理部として、
　コンピューターを機能させるプログラムを記憶する情報記憶媒体であって、
　前記表示処理部は、
　表示画面の第１表示領域に、前記ユーザーが行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の
ワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウト情報を履歴情報として表示する処理と、前
記表示画面の第２表示領域に、第１期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出
された第１統計情報を表示する処理を行い、
　前記受付部が受け付けた前記ユーザーの操作に基づいて、前記第１期間とは異なる第２
期間に対応する前記ワークアウト情報が、少なくとも１つ前記第１表示領域に表示された
場合は、
　前記表示処理部は、
　前記第２表示領域に、前記第２期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出さ
れた第２統計情報を表示することを特徴とする情報記憶媒体。
【請求項１３】
　ユーザーの操作を受け付ける受付部と、
　前記ユーザーが実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する記憶部と、
　表示部に前記ワークアウト情報を表示する処理を行う表示処理部として、
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　コンピューターを機能させ、
　前記表示処理部は、
　表示画面の第１表示領域に、前記ユーザーが行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の
ワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウト情報を履歴情報として表示する処理と、前
記表示画面の第２表示領域に、第１期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出
された第１統計情報を表示する処理を行い、
　前記受付部が受け付けた前記ユーザーの操作に基づいて、前記第１期間とは異なる第２
期間に対応する前記ワークアウト情報が、少なくとも１つ前記第１表示領域に表示された
場合は、
　前記表示処理部は、
　前記第２表示領域に、前記第２期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出さ
れた第２統計情報を表示することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワークアウト情報表示方法、ワークアウト情報表示システム、サーバーシス
テム、電子機器、情報記憶媒体及びプログラム等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ランナー向けＧＰＳ（global positioning system）機器など、さまざまなセン
サーを有するウェアラブル機器を装着した状態でのワークアウト（狭義にはスポーツ）が
一般的に行われるようになってきた。ウェアラブル機器で測定したデータは、スマートフ
ォンアプリケーションやＷｅｂアプリケーション、その他閲覧・分析用のソフトウェア等
で閲覧・分析することが一般的になっている。
【０００３】
　例えば特許文献１には、運動データを収集、表示するシステムが開示されている。特に
特許文献１では、「Month」ボタンや「Week」ボタン等を設置し、ユーザーが閲覧したい
期間単位を選択し、それに応じたパフォーマンス情報を表示する手法が開示されている。
【０００４】
　また特許文献２には、ユーザーの目的に応じたトレーニングを支援するシステムが提案
されている。特に特許文献２では、特定のレースのコースと同様の性質を持ったルートを
探索する手法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－１８６５９３号公報
【特許文献２】特開２０１１－２３７２８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来のインターフェースでは、実際に計測したデータの一覧を表示するインターフェー
スと、ある単位で実施した実績の統計結果を表示するインターフェースは別になっている
。そのため、どのようなデータが計測された結果、どういった統計結果になったかを知る
ためにはそれぞれのインターフェースを行き来して見比べる必要があった。
【０００７】
　例えば特許文献１の手法であれば、統計の対象期間を変更するには、ユーザー操作によ
り画面を切り替える必要があった。
【０００８】
　本発明の幾つかの態様によれば、ユーザーによる閲覧に適した態様でワークアウト情報
を表示する処理を行うワークアウト情報表示方法、ワークアウト情報表示システム、サー
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バーシステム、電子機器、情報記憶媒体及びプログラム等を提供できる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様は、ユーザーが実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を取得
し、表示画面の第１表示領域に、前記ユーザーが行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）
のワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウト情報を履歴情報として表示する処理と、
前記表示画面の第２表示領域に、第１期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算
出された第１統計情報を表示する処理を行い、前記ユーザーの操作に基づいて、前記第１
期間とは異なる第２期間に対応する少なくとも１つの前記ワークアウト情報が、前記第１
表示領域に表示された場合は、前記第２表示領域に、前記第２期間に対応する前記ワーク
アウト情報に基づいて算出された第２統計情報を表示するワークアウト情報表示方法に関
係する。
【００１０】
　本発明の一態様では、履歴情報を第１表示領域に表示するとともに、当該第１表示領域
で表示されているワークアウト情報がいずれの期間に対応する情報であるかに基づいて、
第２表示領域に表示される統計情報の算出対象期間を変更する。このようにすれば、履歴
情報と統計情報とが連動するため、ユーザーにとってわかりやすく利便性の高い表示が可
能になる。
【００１１】
　また本発明の一態様では、前記第１表示領域と前記第２表示領域とは、１つの前記表示
画面に配列されてもよい。
【００１２】
　このようにすれば、履歴情報と統計情報を一覧性の高い態様で表示することが可能にな
る。
【００１３】
　また本発明の一態様では、前記第１表示領域に対する前記ユーザーのスクロール操作を
受け付けた場合に、前記第１表示領域に表示される前記ワークアウト情報を変更する処理
を行ってもよい。
【００１４】
　このようにすれば、履歴情報を第１表示領域でスクロール表示することが可能になる。
【００１５】
　また本発明の一態様では、前記第１統計情報及び前記第２統計情報は、月ごとの統計情
報及び週ごとの統計情報の少なくとも一方であってもよい。
【００１６】
　このようにすれば、少なくとも月又は週を単位とする統計情報を表示することが可能に
なる。
【００１７】
　また本発明の一態様では、前記履歴情報として表示される前記第１～第Ｍのワークアウ
ト情報は、地図情報を含んでもよい。
【００１８】
　このようにすれば、履歴情報として表示されるワークアウト情報の概要を直感的に理解
しやすい態様で表示することが可能になる。
【００１９】
　また本発明の一態様では、前記履歴情報として表示される前記第１～第Ｍのワークアウ
ト情報のうちの最新のワークアウト情報を、他の前記ワークアウト情報に比べて大きいサ
イズで表示してもよい。
【００２０】
　このようにすれば、最新のワークアウト情報を、相対的に視認性の高い態様で表示する
ことが可能になる。
【００２１】
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　また本発明の一態様では、前記ワークアウトの第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の種別
に対応する第１～第Ｎのカードを、ボード画面に配置表示し、前記第１～第Ｎのカードの
うちの第ｉ（ｉは１≦ｉ≦Ｎの整数）のカードを選択する前記ユーザーの選択操作を受け
付けた場合に、前記第ｉのカードに対応する第ｉの種別の前記ワークアウトの前記履歴情
報を表示してもよい。
【００２２】
　このようにすれば、ボード画面でワークアウト種別に応じたカードの表示を行うこと、
及び当該カードの選択操作により履歴情報の表示画面への遷移を行うことが可能になり、
ユーザーにとって使いやすいインターフェースを実現することが可能になる。
【００２３】
　また本発明の一態様では、前記ワークアウト情報は、運動距離、運動時間、及び運動強
度の少なくとも１つの情報を含んでもよい。
【００２４】
　このようにすれば、適切な情報をワークアウト情報として表示することが可能になる。
【００２５】
　また本発明の他の態様は、ユーザーの操作を受け付ける受付部と、前記ユーザーが実施
したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する記憶部と、前記ワークアウト情報
を表示する表示部と、を含み、前記表示部は、表示画面の第１表示領域に、前記ユーザー
が行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）のワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウ
ト情報を履歴情報として表示し、前記表示画面の第２表示領域に、第１期間に対応する前
記ワークアウト情報に基づいて算出された第１統計情報を表示し、前記受付部が受け付け
た前記ユーザーの操作に基づいて、前記第１期間とは異なる第２期間に対応する少なくと
も１つの前記ワークアウト情報が、前記第１表示領域に表示された場合は、前記表示部は
、前記第２表示領域に、前記第２期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出さ
れた第２統計情報を表示するワークアウト情報表示システムに関係する。
【００２６】
　また本発明の他の態様は、ユーザーの操作情報を受け付ける受付部と、前記ユーザーが
実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する記憶部と、表示部に前記ワー
クアウト情報を表示する処理を行う表示処理部と、を含み、前記表示処理部は、表示画面
の第１表示領域に、前記ユーザーが行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）のワークアウ
トを表す第１～第Ｍのワークアウト情報を履歴情報として表示する処理と、前記表示画面
の第２表示領域に、第１期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出された第１
統計情報を表示する処理を行い、前記受付部が受け付けた前記ユーザーの操作に基づいて
、前記第１期間とは異なる第２期間に対応する少なくとも１つの前記ワークアウト情報が
、前記第１表示領域に表示された場合は、前記表示処理部は、前記第２表示領域に、前記
第２期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出された第２統計情報を表示する
処理を行うサーバーシステムに関係する。
【００２７】
　また本発明の他の態様は、上記のワークアウト情報表示システムを含む電子機器に関係
する。
【００２８】
　また本発明の他の態様は、ユーザーの操作を受け付ける受付部と、前記ユーザーが実施
したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する記憶部と、表示部に前記ワークア
ウト情報を表示する処理を行う表示処理部として、コンピューターを機能させるプログラ
ムを記憶する情報記憶媒体であって、前記表示処理部は、表示画面の第１表示領域に、前
記ユーザーが行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）のワークアウトを表す第１～第Ｍの
ワークアウト情報を履歴情報として表示する処理と、前記表示画面の第２表示領域に、第
１期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出された第１統計情報を表示する処
理を行い、前記受付部が受け付けた前記ユーザーの操作に基づいて、前記第１期間とは異
なる第２期間に対応する前記ワークアウト情報が、少なくとも１つ前記第１表示領域に表
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示された場合は、前記表示処理部は、前記第２表示領域に、前記第２期間に対応する前記
ワークアウト情報に基づいて算出された第２統計情報を表示する情報記憶媒体に関係する
。
【００２９】
　また本発明の他の態様は、ユーザーの操作を受け付ける受付部と、前記ユーザーが実施
したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する記憶部と、表示部に前記ワークア
ウト情報を表示する処理を行う表示処理部として、コンピューターを機能させ、前記表示
処理部は、表示画面の第１表示領域に、前記ユーザーが行った第１～第Ｍ（Ｍは１以上の
整数）のワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウト情報を履歴情報として表示する処
理と、前記表示画面の第２表示領域に、第１期間に対応する前記ワークアウト情報に基づ
いて算出された第１統計情報を表示する処理を行い、前記受付部が受け付けた前記ユーザ
ーの操作に基づいて、前記第１期間とは異なる第２期間に対応する前記ワークアウト情報
が、少なくとも１つ前記第１表示領域に表示された場合は、前記表示処理部は、前記第２
表示領域に、前記第２期間に対応する前記ワークアウト情報に基づいて算出された第２統
計情報を表示するプログラムに関係する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】ワークアウト情報表示システムの構成例。
【図２】ウェアラブル機器の外観例。
【図３】ウェアラブル機器の外観例。
【図４】ワークアウト情報表示システムを含むシステムの構成例。
【図５】画面遷移の説明図。
【図６】ボード画面の例。
【図７】ボード画面でのカードの配置領域の例。
【図８】履歴情報の表示画面の例。
【図９】履歴情報の表示画面の例。
【図１０】履歴情報の表示画面の例。
【図１１】詳細情報の表示画面の例。
【図１２】詳細情報の表示画面の例。
【図１３】詳細情報の表示画面の例。
【図１４】詳細情報の表示画面の例。
【図１５】類似ワークアウト情報をリスト表示する画面の例。
【図１６】選択ワークアウト情報と類似ワークアウト情報の比較画面の例。
【図１７】類似ワークアウト情報の検索処理を説明する図。
【図１８】類似ワークアウト情報の検索処理を説明する図。
【図１９】類似ワークアウト情報の検索処理を説明する図。
【図２０】類似条件を設定するための操作画面の例。
【図２１】カレンダー画面の例。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本実施形態について説明する。なお、以下に説明する本実施形態は、特許請求の
範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するものではない。また本実施形態で説明さ
れる構成の全てが、本発明の必須構成要件であるとは限らない。
【００３２】
　１．システム構成例
　図１は本実施形態のワークアウト情報表示システム１００の構成例である。ワークアウ
ト情報表示システム１００は、受付部１１０（操作インターフェース、通信インターフェ
ース）と、記憶部１２０（メモリー）と、表示処理部１３０（プロセッサー）と、処理部
１４０（プロセッサー）と、表示部１５０（ディスプレイ）を含む。ただしワークアウト
情報表示システム１００は図１の構成に限定されず、これらの一部の構成要素を省略した
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り、他の構成要素を追加するなどの種々の変形実施が可能である。例えば、ワークアウト
情報表示システム１００は受付部１１０とは別に、通信部（通信インターフェース）を含
むように構成しても良い。また、センサー部（図示せず）を含むように構成しても良い。
この場合、センサー部はワークアウトに関するデータを測定する機能を有し、後述のワー
クアウトに関連する測定値の少なくとも一部を取得するように構成しても良い。この場合
、受付部１１０で受け付けたワークアウト情報に、センサー部で取得した測定値を加えた
上で、ワークアウト情報とすることができる。
【００３３】
　また、表示処理部１３０と処理部１４０とは一体に構成され、表示処理部１３０と処理
部１４０との機能を一つの処理部あるいは電子機器で実現するように構成しても良い。
【００３４】
　受付部１１０は、ユーザーの操作を受け付ける。ここでのユーザーは、ワークアウト情
報の閲覧を行うユーザーであり、ワークアウトを行ったユーザーと同一であってもよいし
、異なってもよい。ワークアウトとは、体を動かしたり鍛えたりすることを表し、ワーク
アウト情報とはワークアウトを行うことで取得される種々の情報である。
【００３５】
　ユーザーは、後述する携帯端末装置３００（スマートフォン）のボタンやタッチパネル
、情報処理装置４００（ＰＣ，Personal Computer）のマウスやキーボード等の種々の操
作部の操作を行い、受付部１１０は当該操作を受け付ける。
【００３６】
　記憶部１２０は、処理部１４０等のワーク領域となるもので、その機能はＲＡＭ（Rand
om Access Memory）等のメモリーやＨＤＤ（Hard Disk Drive）などにより実現できる。
記憶部１２０は、ユーザーが実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する
。
【００３７】
　表示処理部１３０は、表示部１５０にワークアウト情報を表示する処理を行う。表示部
１５０は、各種の表示画面を表示するためのものであり、例えば液晶ディスプレイや有機
ＥＬディスプレイなどにより実現できる。ここでの表示部１５０は、例えば後述する携帯
端末装置３００の表示部３１０や、情報処理装置４００の表示部４１０である。ただし、
ワークアウト情報を表示する表示部１５０はこれには限定されず、ＨＭＤ（Head Mounted
 Display）等、情報の閲覧に利用可能な種々の機器の表示部を利用可能である。
【００３８】
　処理部１４０は、受付部１１０が受け付けたユーザー操作や、記憶部１２０に記憶され
る情報等に基づいて種々の処理を行う。処理部１４０は、例えば後述するように、所与の
ワークアウト情報（選択ワークアウト情報）に類似する類似ワークアウト情報を特定する
処理を行ってもよい。この処理部１４０の機能は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）
等の各種プロセッサー、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit、ゲート
アレイ等）などのハードウェアや、プログラムなどにより実現できる。
【００３９】
　図２及び図３は、ワークアウト情報を取得するために用いられるウェアラブル機器２０
０の外観図の例である。図２に示したように、ウェアラブル機器２００は、ケース部３０
と、ケース部３０をユーザーの身体（狭義には手首）に装着するためのバンド部１０を含
み、バンド部１０には嵌合穴１２と尾錠１４が設けられる。尾錠１４は、尾錠枠１５及び
係止部（突起棒）１６から構成される。
【００４０】
　図２は、嵌合穴１２と係止部１６を用いてバンド部１０が固定された状態であるウェア
ラブル機器２００を、バンド部１０側の方向（ケース部３０の面のうち装着状態において
被検体側となる面側）から見た斜視図である。図２のウェアラブル機器２００では、バン
ド部１０に複数の嵌合穴１２が設けられ、尾錠１４の係止部１６を、複数の嵌合穴１２の
いずれかに挿入することでユーザーへの装着が行われる。複数の嵌合穴１２は、図２に示
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すようにバンド部１０の長手方向に沿って設けられる。
【００４１】
　ウェアラブル機器２００のケース部３０には、各種情報のセンシングを行うセンサー部
４０（センサー、センサーモジュール）が設けられる。センサー部４０は、例えば体動セ
ンサーや生体センサーを含む。体動センサーは、加速度センサー、ジャイロセンサー、気
圧センサー、地磁気センサー、或いはＧＮＳＳ（Global Navigation Satellite System）
レシーバー等の位置センサーにより実現できる。生体センサーは、脈波センサー、動脈血
酸素飽和度センサー、温度センサー等により実現できる。センサー部４０は、体動センサ
ーと生体センサーの両方を含んでもよいし、いずれか一方を含んでもよい。また、体動セ
ンサー及び生体センサーは、上記のセンサーのいずれか１つであってもよいし、複数の組
み合わせであってもよい。また、センサー部４０は体動センサーや加速度センサー以外の
センサーを含んでもよい。例えばセンサー部４０は、周囲環境をセンシングする環境セン
サー、たとえば気圧センサー、照度センサー、紫外線センサー、湿度センサー及び気温セ
ンサー等を含んでもよい。
【００４２】
　図２では、生体センサー（特に脈波センサー）を想定し、ケース部３０のうち、ウェア
ラブル機器２００の装着時に被検体側となる面にセンサー部４０が設けられる例を示した
。ただし、センサー部４０に含まれるセンサーが設けられる位置は、図２の例には限定さ
れない。例えば体動センサーは、ケース部３０の内部（特に、ケース部３０に含まれるセ
ンサー基板上）に設けられてもよい。
【００４３】
　図３は、ユーザーが装着した状態でのウェアラブル機器２００を、表示部５０の表示面
側から見た図である。図３からわかるように、本実施形態に係るウェアラブル機器２００
は通常の腕時計の文字盤に相当する位置、あるいは数字やアイコンを視認可能な位置に表
示部５０を有する。ウェアラブル機器２００の装着状態では、ケース部３０のうちの図２
に示した側の面が被検体に密着するとともに、表示部５０は、ユーザーによる視認が容易
な位置となる。
【００４４】
　なお、図２、図３ではウェアラブル機器２００のケース部３０を基準として座標系を設
定し、表示部５０の表示面に交差する方向であって、表示部５０の表示面側を表面とした
場合の裏面から表面へと向かう方向をＺ軸正方向としている。あるいは、センサー部４０
（狭義には図２に示した脈波センサー）から表示部５０に向かう方向、あるいは表示部５
０の表示面の法線方向においてケース部３０から離れる方向をＺ軸正方向と定義してもよ
い。ウェアラブル機器２００が被検体に装着された状態では、上記Ｚ軸正方向とは、被検
体からケース部３０へと向かう方向に相当する。また、Ｚ軸に直交する２軸をＸＹ軸とし
、特にケース部３０に対してバンド部１０が取り付けられる方向をＹ軸に設定している。
【００４５】
　また、図２、図３ではウェアラブル機器２００として、バンド部１０によりユーザーの
腕（手首）に保持される機器の例を説明した。ただしウェアラブル機器２００の形状や装
着箇所はこれに限定されない。例えばウェアラブル機器２００は、バンド部１０により、
足首等、ユーザーの他の部位に装着される機器であってもよいし、ＨＭＤ等であってもよ
い。
【００４６】
　センサー部４０を含むウェアラブル機器２００を装着してワークアウトを行うことで、
当該ワークアウトに対応したワークアウト情報が取得される。
【００４７】
　ここでのワークアウト情報は、運動距離、運動時間、及び運動強度の少なくとも１つの
情報を含む。運動距離とは、ワークアウトによりユーザーが移動した距離を表す情報であ
る。例えば運動距離は、ＧＰＳレシーバー等を用いて取得された位置情報の変位により求
められる。運動時間とは、ワークアウトを行った時間を表す情報である。また、運動距離
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は、ユーザーの移動速度とワークアウトを行った時間とから算出しても良い。この場合、
所定区間ごとの移動速度と区間移動時間とから求めた区間距離の累積として運動距離を算
出しても良いし、平均移動速度とワークアウトを行った時間とから運動距離を算出しても
良い。
【００４８】
　運動強度とは、ワークアウトの強度を表す情報であり、ワークアウト中にセンサー部４
０により測定された種々の測定値により表される情報である。測定値とは、後述するよう
にペース、ピッチ、消費カロリー、心拍数（脈拍数）等の情報である。或いは、運動強度
は、後述するラップ情報であってもよい。ペースやラップについては距離（位置情報）と
時間から算出可能である。ピッチについては、体動センサー（加速度センサー）から歩数
を算出し、当該歩数と移動距離から算出可能である。消費カロリーは、体動の大きさや心
拍数等から算出可能である。心拍数は生体センサー（脈波センサー、具体的には光電セン
サー等）のセンサー信号から算出可能である。その他、各測定値は種々のセンサー信号に
基づく種々の演算処理に基づいて取得可能なことが知られており、本実施形態ではそれら
を広く適用可能である。いずれの測定値も、軽い運動か激しい運動かに応じて値が変動す
るため、各測定値は運動強度を表す指標として用いることが可能である。
【００４９】
　またワークアウト情報は、１回のワークアウトを単位として表示処理等の対象となって
もよい。１回のワークアウトとは、例えば身体を動かし始めてから停止するまでの期間で
ある。例えばワークアウトとしてランニングを行う場合、１回のワークアウトとは走り始
めから走り終わりまでの運動を表す。あるいは、ユーザーが受付部１１０（操作部）を操
作してワークアウトの計測を開始した時点から、ユーザーが受付部１１０を操作してワー
クアウトの計測を終了した時点までの期間を、１回のワークアウトとしても良い。
【００５０】
　ただし、インターバルトレーニングのように、高負荷の運動と、休息（低負荷の運動）
を複数回繰り返す場合や、長時間のワークアウトを実施した場合、休息時にワークアウト
が終了したと考えるのではなく、インターバルトレーニング全体や、１つ以上の休息期間
を含む運動期間を１つのワークアウトと考えることが自然であり、ワークアウトを行うユ
ーザーの意図にも沿っている。また、ワークアウトとしてスイミングを行う場合であって
、例えば５０ｍのクロールを１０本泳ぐ場合であれば、これを１０回のワークアウトと考
えてもよいが、５００ｍ分のスイムを１回のワークアウトと考えることにも意義がある。
このように、「１回のワークアウト」の定義については、単純な運動の有無だけでなく、
ワークアウトの意図等も踏まえて決定することが望ましい。
【００５１】
　図４は、本実施形態のワークアウト情報表示システム１００を含むシステム６００の例
である。図４に示したように、システム６００は、ウェアラブル機器２００と、携帯端末
装置３００（例えばスマートフォン）と、情報処理装置４００（例えばＰＣ）と、サーバ
ーシステム５００を含む。
【００５２】
　ウェアラブル機器２００は、携帯端末装置３００及び情報処理装置４００と接続可能に
構成される。例えば、ウェアラブル機器２００は、携帯端末装置３００及び情報処理装置
４００と近距離無線通信により接続されてもよい。ここでの近距離無線通信とは、Blueto
oth（登録商標）、ＮＦＣ（Near field radio communication）、ＡＮＴ＋等、種々の形
式を適用可能である。或いはウェアラブル機器２００は、クレードル等を介して、携帯端
末装置３００や情報処理装置４００と有線接続されてもよい。
【００５３】
　また、携帯端末装置３００及び情報処理装置４００は、ネットワークＮＥを介して、サ
ーバーシステム５００と接続される。ネットワークＮＥは狭義にはインターネットである
。ただしこれには限定されず、ネットワークＮＥはＷＡＮ（Wide Area Network）やＬＡ
Ｎ（Local Area Network）などにより実現することができ、有線・無線を問わない。
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【００５４】
　このような構成により、ウェアラブル機器２００は、携帯端末装置３００や情報処理装
置４００を介して、情報をサーバーシステム５００にアップロードすることが可能である
。即ち、サーバーシステム５００では、ワークアウト中にウェアラブル機器２００により
測定された情報を取得、蓄積することが可能である。なお、図４に示したように、ウェア
ラブル機器２００がネットワークＮＥに接続可能に構成され、ウェアラブル機器２００が
直接的にサーバーシステム５００へのアップロードを行ってもよい。
【００５５】
　なお、ウェアラブル機器２００が検出した情報から、ワークアウト情報（運動距離、運
動時間、運動強度）を求める処理は、サーバーシステム５００により行えばよい。サーバ
ーシステム５００は、図４の他の機器に比べてプロセッサーの性能やメモリーの容量等の
観点で優れていることが想定されるためである。ただし、ワークアウト情報を求める処理
を、ウェアラブル機器２００、携帯端末装置３００或いは情報処理装置４００で行うこと
は妨げられない。以下では、いずれかの機器によってワークアウト情報が求められている
ことを前提として、表示処理に関する説明を行う。
【００５６】
　本実施形態に係るワークアウト情報表示システム１００は、種々の機器により実現可能
である。例えば本実施形態の手法は、ワークアウト情報表示システム１００を含む電子機
器に適用できる。ここでの電子機器は、例えば携帯端末装置３００である。この場合、受
付部１１０は、携帯端末装置３００の操作部（ボタン、タッチパネル等）に対する操作を
受け付け、表示処理部１３０は、携帯端末装置３００の表示部３１０にワークアウト情報
を表示する。或いは電子機器は、情報処理装置４００であってもよい。この場合、受付部
１１０は、情報処理装置４００の操作部（マウス、キーボード等）に対する操作を受け付
け、表示処理部１３０は、情報処理装置４００の表示部４１０にワークアウト情報を表示
する。この場合の受付部１１０は、電子機器の操作部の操作により生成された操作情報を
受け付ける操作インターフェースとして実現される。
【００５７】
　この場合、記憶部１２０は、サーバーシステム５００に蓄積されたワークアウト情報の
うち、表示処理に必要なワークアウト情報を記憶しておけばよい。また、記憶部１２０に
記憶されていないワークアウト情報が表示対象となった場合には、電子機器（携帯端末装
置３００、情報処理装置４００）は、サーバーシステム５００に対してアクセスを行い、
不足分のワークアウト情報をダウンロードし、記憶部１２０に記憶する処理を行えばよい
。また、記憶部１２０の容量に余裕がある場合には、対象ユーザーの全てのワークアウト
情報を、記憶部１２０で記憶することも妨げられない。
【００５８】
　或いは、本実施形態の手法は、ワークアウト情報表示システムを含むサーバーシステム
５００に適用されてもよい。本実施形態に係るサーバーシステム５００は、ユーザーの操
作情報を受け付ける受付部１１０と、ユーザーが実施したワークアウトに基づくワークア
ウト情報を記憶する記憶部１２０と、表示部１５０にワークアウト情報を表示する処理を
行う表示処理部１３０と、を含む。またサーバーシステム５００は、処理部１４０を含ん
でもよい。この場合、受付部１１０が、サーバーシステム５００の操作部に対する操作を
受け付け、表示処理部１３０が、サーバーシステムの表示部（不図示）にワークアウト情
報を表示することは妨げられない。ただし、サーバーシステム５００は管理者により管理
されるケースが多く、各ユーザーによる自由な利用は一般的には想定されない。
【００５９】
　つまりこの場合、サーバーシステム５００（ワークアウト情報表示システム１００）の
受付部１１０は、他の機器の操作部に対する操作を受け付け、他の機器の表示部にワーク
アウト情報を表示する処理を行う。例えば、受付部１１０は、携帯端末装置３００の操作
部に対する操作を表す操作情報をネットワークＮＥを介して受信し、表示処理部１３０は
、操作情報に基づき生成した表示画面情報をネットワークＮＥを介して送信する処理を行
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う。
【００６０】
　またサーバーシステム５００の例からわかるように、ワークアウト情報表示システム１
００が含まれる機器と、操作部が設けられる機器と、表示部が設けられる機器とが異なっ
てもよい。例えば、ワークアウト情報表示システム１００が携帯端末装置３００（情報処
理装置４００）に含まれる場合に、操作部及び表示部の少なくとも一方が携帯端末装置３
００（情報処理装置４００）以外の機器に設けられてもよい。例えばワークアウト情報の
表示にＨＭＤを用いる場合を考える。ＨＭＤは頭部に装着するため、小型軽量の機器であ
ることが好ましく、複雑な操作部を設けることが難しい。よって、ワークアウト情報表示
システム１００を含む携帯端末装置３００の操作部に対する操作により、表示処理部１３
０が表示画面情報を生成し、当該表示画面情報に従った表示をＨＭＤの表示部で実行する
、といった実施形態が考えられる。
【００６１】
　また、以上ではワークアウト情報表示システム１００がいずれか１つの機器に含まれる
例を示した。しかしこれには限定されず、本実施形態のワークアウト情報表示システム１
００が、複数の機器による分散処理で実現されてもよい。
【００６２】
　なお、本実施形態のワークアウト情報表示システム１００等は、その処理の一部または
大部分をプログラムにより実現してもよい。この場合には、ＣＰＵ等のプロセッサーがプ
ログラムを実行することで、本実施形態のワークアウト情報表示システム１００等が実現
される。具体的には、非一時的な情報記憶媒体（情報記憶装置）に記憶されたプログラム
が読み出され、読み出されたプログラムをＣＰＵ等のプロセッサーが実行する。ここで、
情報記憶媒体（コンピューターにより読み取り可能な媒体）は、プログラムやデータなど
を格納するものであり、その機能は、光ディスク（ＤＶＤ、ＣＤ等）、ＨＤＤ（ハードデ
ィスクドライブ）、或いはメモリー（カード型メモリー、ＲＯＭ等）などにより実現でき
る。そして、ＣＰＵ等のプロセッサーは、情報記憶媒体に格納されるプログラム（データ
）に基づいて本実施形態の種々の処理を行う。即ち、情報記憶媒体には、本実施形態の各
部としてコンピューター（操作部、処理部、記憶部、出力部を備える装置）を機能させる
ためのプログラム（各部の処理をコンピューターに実行させるためのプログラム）が記憶
される。
【００６３】
　また、本実施形態のワークアウト情報表示システム１００等は、プロセッサーとメモリ
ーを含んでもよい。ここでのプロセッサーは、例えば各部の機能が個別のハードウェアで
実現されてもよいし、或いは各部の機能が一体のハードウェアで実現されてもよい。例え
ば、プロセッサーはハードウェアを含み、そのハードウェアは、デジタル信号を処理する
回路及びアナログ信号を処理する回路の少なくとも一方を含むことができる。例えば、プ
ロセッサーは、回路基板に実装された１又は複数の回路装置（例えばＩＣ等）や、１又は
複数の回路素子（例えば抵抗、キャパシター等）で構成することができる。プロセッサー
は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）であってもよい。ただし、プロセッサー
はＣＰＵに限定されるものではなく、ＧＰＵ（Graphics Processing Unit）、或いはＤＳ
Ｐ（Digital Signal Processor）等、各種のプロセッサーを用いることが可能である。ま
たプロセッサーはＡＳＩＣによるハードウェア回路でもよい。またプロセッサーは、アナ
ログ信号を処理するアンプ回路やフィルター回路等を含んでもよい。メモリーは、ＳＲＡ
Ｍ、ＤＲＡＭなどの半導体メモリーであってもよいし、レジスターであってもよいし、ハ
ードディスク装置等の磁気記憶装置であってもよいし、光学ディスク装置等の光学式記憶
装置であってもよい。例えば、メモリーはコンピューターにより読み取り可能な命令を格
納しており、当該命令がプロセッサーにより実行されることで、ワークアウト情報表示シ
ステム１００の各部の機能が実現されることになる。ここでの命令は、プログラムを構成
する命令セットの命令でもよいし、プロセッサーのハードウェア回路に対して動作を指示
する命令であってもよい。
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【００６４】
　なお、以上ではワークアウト情報表示システム１００は、ワークアウト情報の蓄積、表
示を行うものとしたが、ワークアウト情報と他の情報を関連付けてもよい。例えば、ワー
クアウト情報表示システム１００は、データサーバーから、天気、食事、医療データ等を
取得し、取得した情報をワークアウト情報や、ワークアウトを行ったユーザーと関連付け
て蓄積、表示を行ってもよい。なお、ここでの医療データとは、健康診断の結果情報、医
療機関での診察情報、治療情報等が含まれる。また、ここでのデータサーバーは、サーバ
ーシステム５００と同一であってもよいし、異なるサーバーであってもよい。例えば医療
データ等は、個人情報としての保護の重要性が高く、ワークアウト情報の管理を行うサー
バーシステム５００とは異なる専用サーバーにより実現されることが想定される。
【００６５】
　２．画面遷移例
　上述したように、本実施形態のワークアウト情報表示システム１００は、ワークアウト
により取得されたワークアウト情報を表示する。ただし、ワークアウトは継続的に行われ
るため、期間の経過とともにワークアウト情報は膨大な量となる。例えば、週に１回～数
回ランニングを行うライトユーザーであっても、１年程度でワークアウト回数は数十回、
或いは１００回以上となる。アスリートレベルのユーザーであれば、ワークアウトをほぼ
毎日行ったり、１日に何回も行うことも考えられる。そして、１回のワークアウトにおい
て、運動距離、運動時間、運動強度といった情報が求められる。これらの情報（特に運動
強度）は、１回のワークアウト全体で１つの情報としてもよいが、ワークアウト中の時系
列の変動を表す情報も、ワークアウトの分析や練習計画の作成に有用である。
【００６６】
　つまり、１回のワークアウトに対応するワークアウト情報でも後述する図１１のように
情報量が多いし、ワークアウト回数が多くなれば全体の情報量は膨大なものとなってしま
う。ユーザーが所望のワークアウト情報を適切に閲覧するためには、ワークアウト情報の
表示手法を慎重に検討する必要がある。
【００６７】
　そこで本実施形態では、図５に示すような画面遷移を行う。ただし、図５は画面遷移の
一例であり、他の画面の追加、一部の画面の省略、図示されていない遷移の追加等、種々
の変形実施が可能である。例えば、戻るボタン等の押下による１つ前の画面への遷移が可
能である。或いは、任意の画面を表示している状態から、特定の操作（狭義にはトップペ
ージ選択ボタンの押下）によるボード画面（Ａ１）への遷移を可能としてもよい。
【００６８】
　まず本実施形態では、表示部１５０は、ワークアウトの第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数
）の種別に対応する第１～第Ｎのカードの表示オブジェクトを、ボード画面（Ａ１）に配
置表示する。
【００６９】
　ここでのワークアウトの種別とは、ワークアウトにおける体の動かし方の種別、或いは
スポーツの種別を表す。例えばワークアウトの第１～第Ｎの種別には、ランニング（ラン
）、ウォーキング（ウォーク）、自転車（バイク）、スイミング（スイム）等が含まれる
。また、走る環境に応じて、通常のランニングとトレイルラン、トレッドミルなどを異な
る種別としてもよい。同様に、ウォーキングとトレッキングを異なる種別としてもよい。
また、テニス、サッカー、スキー等、各種スポーツを１つの種別としてもよい。また、ト
ライアスロンではラン、バイク、スイムの３競技が行われるが、これらを３つの種別と考
えてもよいし、全体として１つの種別と考えてもよい。また、足を動かす運動、乗り物に
乗る運動、水中での運動などのように、ユーザーが実施するワークアウトの特性によって
分類し、それぞれにカードを作成するように構成しても良い。
【００７０】
　また、ボード画面（ダッシュボード、ダッシュボード画面）は、種々のデータを集約し
、概要をまとめて一覧表示する画面を表す。ボード画面は、狭義には表示処理部１３０に
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よる表示の開始時に表示される画面であってもよい。ここでの表示開始時とは、携帯端末
装置３００による表示アプリの起動時や、情報処理装置４００のブラウザによる表示サイ
トへのアクセス時、あるいは表示サイトへのログイン時等に対応する。
【００７１】
　また、カード（カードオブジェクト、カード表示オブジェクト）とは、ユーザーのワー
クアウトの種別（運動種別、行動種別、あるいは特性種別）ごとに、ワークアウト種別と
関連する情報（運動データ）を表示する情報表示領域の単位である。カードの形状につい
ては種々の変形実施が可能であるが、例えば図６を用いて後述するように矩形（角が丸め
られた略矩形を含む）を用いてもよい。ボード画面ではカードが情報表示領域の単位とな
るため、表示の変更はカードの移動、削除、追加等により実現される。カードの具体的な
表示例や、カードに含まれる情報の詳細については後述する。
【００７２】
　そして表示処理部１３０は、第１～第Ｎのカードのうちの第ｉ（ｉは１≦ｉ≦Ｎの整数
）のカードを選択するユーザーの選択操作を、受付部１１０が受け付けた場合に、第ｉの
カードに対応する第ｉの種別のワークアウトの履歴情報を表示する。履歴情報の表示とは
、Ａ２の表示画面の表示に対応し、第ｉの種別に分類されたワークアウト情報を表示する
。
【００７３】
　このようにすれば、カードを選択する操作により、選択されたカードに対応する種別の
ワークアウト情報の履歴情報を表示する（Ａ１→Ａ２の画面遷移を行う）ことが可能にな
る。ボード画面では、ワークアウトの種別ごとにカードが配置されているため、所望の種
別のワークアウトの履歴情報を容易に閲覧することが可能になる。
【００７４】
　さらに、履歴情報として表示される第１～第Ｍ（Ｍは１以上の整数）のワークアウト情
報の第ｋ（ｋは１≦ｋ≦Ｍの整数）のワークアウト情報を選択する選択操作を、受付部１
１０が受け付けた場合に、表示部１５０（表示処理部１３０）は、選択された第ｋのワー
クアウト情報の詳細情報を表示する。
【００７５】
　詳細情報の表示とは、Ａ３の表示画面の表示に対応する。具体的には、表示処理部１３
０は、ワークアウト情報の詳細情報として、ラップ情報及び測定値のグラフを表示する。
図１１を用いて後述する例であれば、ラップ情報の表示はＥ４で行われ、測定値のグラフ
の表示はＥ１で行われる。
【００７６】
　このようにすれば、履歴情報から所与のワークアウト情報を選択する操作により、選択
されたワークアウト情報の詳細情報を表示する（Ａ２→Ａ３の画面遷移を行う）ことが可
能になる。
【００７７】
　以上の流れにより、カードの選択、及び履歴情報から所与の１つのワークアウト情報の
選択、というわかりやすい操作により、表示される情報を適切に遷移させることが可能に
なる。ボード画面（Ａ１）では、１種別１カードとなるため、種別当たりの情報量が制限
される分、シンプルでわかりやすい態様での表示が可能になる。また、履歴情報の表示画
面（Ａ２）では、対象種別のワークアウトの過去の履歴が表示されるため、当該種別の概
要を把握したり、所望のワークアウトの探索を実行できる。この際、１つのワークアウト
情報（１回のワークアウトでの情報）の詳細まで表示してしまうと、探索が妨げられるた
め、１つのワークアウト情報の表示はシンプルな態様にすることが望ましい。言い換えれ
ば、履歴情報の表示画面では、所望のワークアウトの探索（特定）を重視した表示を行う
とよく、各ワークアウト情報の詳細については、詳細情報の表示画面（Ａ３）で行えばよ
い。
【００７８】
　また、所与のワークアウト情報と類似する他のワークアウト情報（類似ワークアウト情
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報）を比較したいという要求もある。よって表示処理部１３０は、詳細情報の表示画面（
Ａ３）での操作により、類似ワークアウト情報のリスト表示を行い（Ａ４）、リストから
所与の類似ワークアウト情報を選択する操作により、２つのワークアウト情報の比較画面
（Ａ５）を表示してもよい。
【００７９】
　また、ボード画面（Ａ１）ではカードの選択、即ち種別の特定により表示する情報を切
り替えていく。ただし、実行時期（例えば「去年の８月」等）がわかっているワークアウ
トについては、カレンダー画面を用いた方がワークアウト情報の特定が容易なことも多い
。よって、表示処理部１３０は、カレンダー画面（Ａ６）を表示し、カレンダー画面にお
いて所与のワークアウト情報を選択する操作が行われた場合に、詳細情報の表示画面（Ａ
４）に切り替える処理を行ってもよい。また、ボード画面とカレンダー画面は相互に遷移
可能とする。
【００８０】
　以下、ボード画面（Ａ１）、履歴情報の表示画面（Ａ２）、詳細情報の表示画面（Ａ３
）の具体例を説明する。さらに、類似ワークアウト情報の表示画面（Ａ４，Ａ５）につい
て説明し、最後に、カレンダー画面（Ａ６）について説明する。
【００８１】
　３．ボード画面（ダッシュボード画面）
　図６はボード画面（Ａ１）の例である。図６の例では、表示処理部１３０は、第１～第
Ｎのカードとして、６つのカード（Ｂ１～Ｂ６）を表示している。ただし、カードの数は
５以下であってもよいし、７以上であってもよい。また、図６では表示画面内に一度に表
示可能なカード数が６つの例を示しているため、カード数が７以上の場合は、表示処理部
１３０は、スクロール表示を行うとよい。
【００８２】
　なお、ここでの表示画面とは、本実施形態のワークアウト情報表示システム１００によ
りワークアウト情報を含む画像の表示対象となる領域を示す。ＰＣのように表示部上に複
数のウィンドウを配置できる機器の場合、本実施形態の表示画面とは１つのウィンドウに
対応する。またスマートフォンのように実行中のアプリケーションを表示部の全体で表示
する機器の場合、表示画面とは表示部の表示領域と同等の領域となる。
【００８３】
　図６の例では、Ｂ１～Ｂ４がワークアウトの種別（運動種別）に対応するカードであり
、Ｂ１がラン、Ｂ２がスイム、Ｂ３がバイク、Ｂ４がウォークに対応する。
【００８４】
　このように、本実施形態の手法では、ワークアウトの種別に対応するカードを用いて、
ボード画面の表示を行う。ランのカード、ウォークのカードといったように、種別ごとの
カードが用いられるため、種別ごとのワークアウトの情報をシンプル且つ見やすい表示態
様によりユーザーに提示することが可能になる。
【００８５】
　特に、近年ではマルチスポーツに対応した機器（ウェアラブル機器２００）の需要が高
まっている。このような機器は、実行するスポーツ（広義にはワークアウト種別）が異な
る多様なユーザーが共通で利用することが可能であるため、ユーザーにとっても機器メー
カーにとっても利点が大きい。この場合、ワークアウト情報の表示を種別ごとに行うこと
で、多くのユーザーにとって使いやすい（汎用性の高い）形態での表示が可能になる。例
えば、対象ユーザーが関心を持っている種別のスポーツに絞った表示等も可能である。ま
た、１人のユーザーが多様なスポーツを実行するケースも充分考えられる。その場合にも
、ワークアウト情報の表示を種別ごとに行うことで、各スポーツでの成果をわかりやすく
ユーザーに提示することが可能になる。
【００８６】
　また本実施形態のカードは、ワークアウトの種別に応じたカードを含めばよく、他の種
別に応じたカードを含むことは妨げられない。例えばカードは、情報種別に応じたカード
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を含んでもよい。ここでの情報種別とは、特定のパラメーターを意味する。たとえば情報
種別は、消費カロリー、体力指標、歩数、体重、身長、ＢＭＩ、体脂肪率、カロリーバラ
ンス、こころバランス（ストレス状態とリラックス状態とのバランス）等の各情報であっ
てもよい。
【００８７】
　図６のＢ５、Ｂ６は情報種別に対応するカードであり、Ｂ５は複数の情報（歩数、睡眠
、運動時間、消費カロリー、こころバランス）の概要、Ｂ６は睡眠に対応する。
【００８８】
　また、ボード画面にはカードを配置可能な領域が予め設定されていてもよい。例えば図
７に示すように、ボード画面に対して６箇所の配置領域Ｃ１～Ｃ６が設定されていてもよ
い。ただし、配置領域の数は６個に限定されず、ボード画面に表示可能なカードの最大数
に応じて決定される。ボード画面はスクロール表示が可能であってもよく、配置領域の数
（カードの最大数）は、表示部（表示画面）の解像度に依存する必要はない。なお、１行
（１列）あたりに設定される配置領域の数は固定としてもよいし、表示部（表示画面）の
解像度に応じて変更してもよい。例えば、ボード画面の縦方向のスクロールは許容するが
、横方向のスクロールは許容しないと言った設定が可能であり、その場合の１行あたりの
配置領域の数（横方向に並ぶ配置領域数）は表示画面の横方向の解像度に依存する。また
、実施形態の一例として、ボード画面に表示される複数のカードの大きさが同じ形態を示
しているが、これに限定されず、異なる大きさのカードを表示することができる。この場
合、一番小さいカードの大きさ（縦幅、横幅）を基準として、縦、横少なくともいずれか
の方向に整数倍の長さのカードを表示するようにすると、カードごとのサイズが異なって
いても整列させやすいため、ボード画面の一覧性を維持しつつ、カード種別によって必要
な表示情報量を適宜設定、変更することができる。
【００８９】
　各カードは、配置領域のいずれかに配置される。図６の例であれば、カードＢ１～Ｂ６
は、それぞれ配置領域Ｃ１～Ｃ６に配置され、配置領域を外れるようなカードの配置は許
容されない。このようにすれば、カードを所定位置にそろえて配置することが可能になる
。図６の例では、Ｂ１～Ｂ３のカードの縦方向での位置（上端、下端）がそろっており、
Ｂ１とＢ４（或いはＢ２とＢ５，Ｂ３とＢ６）の横方向での位置（左端、右端）がそろっ
ている。つまり、カードを整然と配置できるため、情報をわかりやすくユーザーに提示す
ることが可能である。
【００９０】
　また、ボード画面に表示可能な各カードは、表示位置を変更したり、表示／非表示を設
定したりすることができる。例えば、所与のカードに対するドラッグ操作により当該カー
ドの表示位置を変更できる。この際、移動先に既に他のカードが配置されている場合には
、カードの表示位置を交換してもよい。より具体的には、所与のカードを異なる配置領域
へ移動させる操作が行われた場合に、表示処理部１３０は、当該２枚のカードの表示され
る配置領域を交換する処理を行えばよい。
【００９１】
　また、配置領域を設定することで、カードの再配置も容易になる。例えば表示処理部１
３０は、カードを上詰め及び左詰めで表示してもよい。具体的には、カードが表示される
優先度は配置領域Ｃ１が最も高く、Ｃ２→Ｃ３→Ｃ４→Ｃ５→Ｃ６の順で低くなっていく
。Ｃ７以降が存在する場合にも同様に表示の優先度を設定可能である。なお、ここでは左
上詰めでの配置を行う例について説明するが、種々の変形実施が可能であることは当業者
であれば容易に理解できるであろう。
【００９２】
　そして、所与の配置領域Ｃｘ（ｘは１以上の整数）に表示されていたカードが非表示に
設定され、且つＣｘ＋１以降の配置領域にカードが存在していた場合、各カードの表示位
置を１つずつ前に詰めればよい。具体的には、Ｃｘ＋１に表示されていたカードをＣｘに
表示し、Ｃｘ＋２に表示されていたカードをＣｘ＋１に表示する。Ｃｘ＋３以降に表示さ
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れていたカードについても同様である。例えば、図６の状態でバイクのカード（Ｂ３）が
非表示に設定された場合、ウォークのカード（Ｂ４）の表示位置がＣ３に変更される。同
様に、Ｂ５のカードの表示位置がＣ４に変更され、Ｂ６のカードの表示位置がＣ５に変更
される。また、７枚目以降のカードが配置されていなかった場合であれば、Ｃ６の配置領
域ではいずれのカードも表示されないことになる。
【００９３】
　また、すでにカードが表示されている配置領域Ｃｘに新たにカードを追加する場合には
、各カードの表示位置を１つずつ後ろにずらせばよい。具体的には、Ｃｘに表示されてい
たカードをＣｘ＋１に表示し、Ｃｘ＋１に表示されていたカードをＣｘ＋２に表示する。
【００９４】
　また、上述したカードの移動を行う場合にも、左上詰めでの再配置を利用してもよい。
具体的には、所与のカードを異なる配置領域へ移動させる操作が行われた場合に、表示処
理部１３０は、当該所与のカードを指定された配置領域に表示するとともに、他のカード
を左上詰めで再配置する。例えば、図６の状態でランのカード（Ｂ１）がＣ４の配置領域
に移動された場合、Ｂ１のカードをＣ４に表示するとともに、Ｃ１が空いたためＢ２～Ｂ
４のカードを再配置する。具体的には、スイムのカード（Ｂ２）がＣ１に移動され、バイ
クのカード（Ｂ３）がＣ２に移動され、ウォークのカード（Ｂ３）がＣ３に移動される。
このような手法でも、カードの移動を実現することが可能である。また、配置領域Ｃｘへ
のカードの追加を、段階的な操作により実現してもよい。例えば、追加カードは必ず最後
尾となる配置領域（カードが非表示且つ優先度が最も高い配置領域）に追加され、その後
、カードを移動する操作により、当該追加カードを配置領域Ｃｘへ移動してもよい。
【００９５】
　またカードの順番入れ替え時に、動かしたくないカードを固定する機能を設けてもよい
。例えば、配置領域Ｃｘに表示されたカードを固定した場合、表示処理部１３０は、カー
ドの移動、非表示、追加によるカードの順番入れ替え処理において、配置領域Ｃｘを除外
すればよい。具体的には、Ｃ１～Ｃｘ－１及びＣｘ＋１以降を対象として、上記処理を実
行する。このようにすれば、配置領域Ｃｘに表示されたカードを固定しつつ、他のカード
を適切に入れ替えることが可能になる。なお、固定されているカードには、その旨を表す
表示（例えばピンアイコンの表示等）を行ってもよい。
【００９６】
　また、ボード画面に表示されていなかったワークアウト種別のワークアウト情報を受付
部１１０（通信インターフェース、受信部）が受け付けたときは、ユーザーからの操作や
設定を受けることなく当該ワークアウト情報に含まれるワークアウト種別に対応するカー
ドを、ボード画面に表示するように構成してもよい。
【００９７】
　また、ユーザーがワークアウト情報表示システム１００へ送信したワークアウト情報が
存在しない場合には、情報種別に対応するカード、例えば図６のカードＢ５、Ｂ６をボー
ド画面に表示し、ユーザーが初めてワークアウト情報をワークアウト情報表示システム１
００へ送信したときは、ユーザーからの操作や設定を受けることなく当該ワークアウト情
報に含まれるワークアウト種別に対応するカードを、ボード画面に表示するように構成し
てもよい。
【００９８】
　表示部１５０（表示処理部１３０）は、上記カード（第１～第Ｎのカードの各カード）
に対して、対応する種別のワークアウトのサマリー情報を表示する。このようにすれば、
各カードに対して当該カードに対応する種別のワークアウトの概要を表示することができ
、ユーザーに対してシンプルでわかりやすい情報の提示を行うことが可能になる。なお、
ここでの第１～第Ｎのカードの各カードの全てについて、本願発明の構成が適用される必
要はない。例えば、表示処理部１３０がボード画面に第１～第５のカードを表示する場合
において、そのうちの第１～第３のカードだけで、本願発明の関係が成り立ってもよい。
【００９９】
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　ここでのサマリー情報は、所定期間の統計情報である。そして所定期間の統計情報は、
月ごとの統計情報及び週ごとの統計情報の少なくとも一方であってもよい。図６の例では
、ランのカード（Ｂ１）には、１ヶ月での統計情報（Ｂ１１）と、１週間での統計情報（
Ｂ１２）の両方を表示する例を示している。ただし、Ｂ１１とＢ１２の一方の統計情報を
省略したり、他の期間での統計情報を追加してもよい。また、ここでの所定期間は連続す
る必要はなく、例えば所与の１ヶ月のうちの日曜日だけのデータを用いて統計情報の生成
、表示を行うといった変形実施も妨げられない。
【０１００】
　図６では、１ヶ月の統計情報（Ｂ１１）として、１ヶ月での目標運動距離（目標値、１
００ｋｍ）と、対象となる期間において実際にユーザーが運動した距離の合計値（実績値
、１２５．６ｋｍ）が数値として表示される。また数値表示とともに、目標値に対する実
績値の達成率（達成度合）をグラフでも表示している。
【０１０１】
　また、１週間の統計情報（Ｂ１２）として、１週間での目標運動距離（目標値、２５ｋ
ｍ）と、対象となる期間において実際にユーザーが運動した距離の合計値（実績値、２９
．２ｋｍ）が数値として表示される。また数値表示とともに、曜日ごと（日ごと）の実績
値をグラフでも表示している。
【０１０２】
　なお図６では、Ｂ１１で１本の棒グラフを表示し、Ｂ１２で曜日ごと（日ごと）に合計
７本の棒グラフを表示する例を示した。ただし、Ｂ１２で目標値に対する実績値の比率を
１本の棒グラフで表示したり、Ｂ１１で日ごと（或いは週ごと）の実績値を複数の棒グラ
フで表示する等の変形実施が可能である。また統計情報のグラフ表示で棒グラフ以外を用
いてもよいこと、および数字で表示してもよいことは当業者であれば容易に理解できるで
あろう。
【０１０３】
　また、表示部１５０（表示処理部１３０）は、上記カード（第１～第Ｎのカードの各カ
ード）に対して、対応する種別のワークアウトのうちの、最新のワークアウトについての
地図情報を表示する。図６では、ランのカード（Ｂ１）において、最新のワークアウト（
ラン、ランニング）の地図情報（Ｂ１３）を表示している。なお、ここでの第１～第Ｎの
カードの各カードの全てについて、本願発明の構成が適用される必要はない。即ち、表示
処理部１３０が、一部のカードを対象として地図情報を表示することは妨げられない。
【０１０４】
　このようにすれば、各種別の最新のワークアウト情報のうち、少なくとも地図情報をボ
ード画面に表示することが可能になる。なお図６に示すように、最新のワークアウト情報
に含まれる他の情報（日時、運動距離、運動時間）を表示してもよい。上述したように、
ボード画面はユーザーが最初に閲覧することが想定される画面である。ユーザーは、ワー
クアウトを行った後、当該ワークアウトの結果を知るためにワークアウト情報を閲覧しよ
うとするため、直近のワークアウトに対する関心が強いと考えられる。つまり、最新のワ
ークアウト情報を表示することで、ユーザーに対して適切な情報を提示できる。その際、
数値に比べて地図情報は直感的に理解しやすい情報であるため、地図情報は概要を提示す
るボード画面での表示に適した情報と言える。
【０１０５】
　なお、ここでの地図情報は、ワークアウトが行われた地点に対応する地図の情報であっ
てもよいし、地図に対してワークアウトでの移動経路が重畳された情報であってもよい。
【０１０６】
　また図６の例では、他の種別のワークアウト、即ちスイム（Ｂ２）、バイク（Ｂ３）、
ウォーク（Ｂ４）についても、それぞれランと同様に、統計情報と、地図情報がサマリー
情報として表示されている。
【０１０７】
　以上のように、ボード画面ではワークアウト種別（運動種別）ごとにカードを作成し、
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各カードに対してワークアウト情報に含まれるデータ（運動データ：運動した距離、運動
した時間、日時、天気、地図、経路、目標達成度合、歩数等）を表示する。ただし、１つ
の種別のワークアウトに対応するカードは１つに限定されない。例えば、同じワークアウ
ト種別において、異なる単位期間に渡って取得されたワークアウト情報（運動データ）を
、異なるカードとして表示することもできる。例えば、Ｂ１に示したカードとは別に、日
ごとのランの運動データを表示するカードや、３ヶ月や半年といった期間のランの運動デ
ータを表示するカードを用いてもよい。
【０１０８】
　表示処理部１３０は、各カードの少なくとも一部の領域に対する操作（例えばクリック
操作やタップ操作）が行われた場合に、操作が行われたカードに対応する種別の履歴情報
を表示する画面（Ａ２）に遷移する。
【０１０９】
　４．履歴情報の表示画面
　図８は、履歴情報の表示画面（Ａ２）の具体例である。なお、以下ではワークアウト種
別がランである場合の履歴情報の表示画面について説明するが、他のワークアウト種別で
も同様の表示が可能であることは言うまでもない。
【０１１０】
　表示部１５０（表示処理部１３０）は、履歴情報として、ユーザーが行った第１～第Ｍ
（Ｍは１以上の整数）のワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウト情報を表示する。
このようにすれば、図６に示したボード画面（カード）とは異なり、最新のワークアウト
以外のワークアウトの情報についても表示対象となる。そのため、所望のワークアウト種
別におけるユーザーがこれまでに行ったワークアウトの履歴を確認するための表示を行う
ことが可能になる。さらに、第１～第Ｍのワークアウト情報を表示することで、そのうち
のいずれかを選択することも容易であり、各ワークアウトの詳細情報の表示画面への遷移
（Ａ２→Ａ３）も容易となる。
【０１１１】
　より具体的には、表示部１５０（表示処理部１３０）は、表示画面の第１表示領域（Ｄ
１）に、ユーザーが行った第１～第Ｍのワークアウトを表す第１～第Ｍのワークアウト情
報を履歴情報として表示し、表示画面の第２表示領域（Ｄ２）に、第１期間に対応するワ
ークアウト情報に基づいて算出された第１統計情報を表示する。
【０１１２】
　図８では、表示画面の上部に配置される横長の矩形領域を第２表示領域（Ｄ２）とし、
第２表示領域の下部の矩形領域を第１表示領域（Ｄ１）としたが、各表示領域の配置につ
いては種々の変形実施が可能である。
【０１１３】
　ここで、履歴情報（第１～第Ｍのワークアウト情報）は、図８に示したように地図情報
を含んでもよい。地図情報は直感的に理解しやすい情報であるため、ユーザーによるワー
クアウト情報の選択を容易にすることが可能になる。
【０１１４】
　また表示部１５０は、履歴情報として表示される第１～第Ｍのワークアウト情報のうち
の最新のワークアウト情報を、他のワークアウト情報に比べて大きいサイズで表示しても
よい。図８の例であれば、最新のワークアウト情報（Ｄ３１）の表示される領域サイズは
、他のワークアウト情報（Ｄ３２，Ｄ３３）の表示される領域サイズに比べて縦方向に大
きくなっている。上述したように、ワークアウト情報の閲覧では、ユーザーは最も新しい
ワークアウト情報に対する関心が強いと推定される。よって、最新のワークアウト情報を
大きいサイズで表示することで、重要な情報を見やすい表示形態で提示することが可能に
なる。
【０１１５】
　なお、図８では各ワークアウト情報は、日時、地図情報、運動距離、運動時間、ペース
（平均ペース）、消費カロリー、心拍数（平均心拍数）が表示対象となっている。ただし
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、履歴情報としてのワークアウト情報として、他の情報（ラップ、標高、標高差等）を表
示してもよい。
【０１１６】
　また図８では、最新のワークアウト情報と他のワークアウト情報は、表示サイズが異な
るが表示される情報量は同等である。ただし、最新のワークアウト情報の重要度が高いこ
とに鑑みれば、最新のワークアウト情報に関する情報量、つまり表示領域を、他のワーク
アウト情報の情報量、表示領域に比べて多くしてもよい。例えば、履歴情報の表示画面に
おいて、他のワークアウト情報で表示対象とならないラップ等の情報を、最新のワークア
ウト情報では表示対象とすることが可能である。
【０１１７】
　なお、ワークアウトは継続的に行われるため、履歴情報として表示対象となるワークア
ウト情報の数（Ｍの値）はある程度大きい数になることが想定される。そのため、第１～
第Ｍのワークアウト情報を一度に全て表示することは容易でない。よって第１表示領域に
対するユーザーのスクロール操作を受付部１１０が受け付けた場合に、表示部１５０（表
示処理部１３０）は、第１表示領域に表示するワークアウト情報を変更してもよい。ここ
でのスクロール操作は、マウスホイールの回転操作、スクロールバーのドラッグ操作、ス
ライド操作等により実現できる。
【０１１８】
　このようにすれば、第１表示領域に表示されるワークアウト情報の変更（スクロール）
が可能になるため、ワークアウト情報の数が多くなっても、履歴情報を適切に閲覧するこ
とが可能になる。特に、図８に示したようにワークアウト情報に地図情報を含める場合、
地図が閲覧可能な程度に１つのワークアウト情報の表示サイズを大きくする必要があり、
スクロール操作による履歴情報の閲覧は有用である。
【０１１９】
　図９、図１０は第１表示領域に対するスクロール操作が行われた場合の、表示画面の例
を示す図である。図８～図１０の例では、第１～第Ｍのワークアウト情報は、時系列での
リスト表示が行われており、上に行くほど新しく、下に行くほど古いタイミングで取得さ
れたワークアウト情報となる。
【０１２０】
　図８の状態から下方向へ移動するスクロール操作が行われることで、図８のＤ３１～Ｄ
３３のワークアウト情報は表示対象から外れ、図９に示したように、時系列的により前の
ワークアウト情報Ｄ３４が第１表示領域の最も上の位置に表示されるようになる。また、
図９の状態からさらに下方向へ移動するスクロール操作が行われることで、Ｄ３４及びＤ
３５のワークアウト情報についても表示対象から外れ、図１０に示したように、時系列的
により前のワークアウト情報Ｄ３６が第１表示領域の最も上の位置に表示されるようにな
る。
【０１２１】
　なお、ここでのスクロールは、ワークアウト情報単位（リストの１行単位）で行われる
必要はなく、連続的なスクロール（スムーズスクロール）を行ってもよい。例えば、第１
表示領域の一番上に、所与のワークアウト情報の一部が切れて表示されているといった状
態も許容される。
【０１２２】
　また、図９、図１０では、各ワークアウト情報で表示されている数値の意味を明示する
ため、項目を表す項目表示領域（Ｄ４）を必ず表示する設定としている。具体的には、図
８では第１表示領域の中央付近に表示されていた項目表示領域は、下方向のスクロール操
作に伴って、第１表示領域内で上方向に移動していく。しかし、項目表示領域は第１表示
領域の上端に到達した後は、非表示とならずに、当該位置で固定される（図９、図１０）
。あるいは、第１表示領域に第１のワークアウト情報が表示されているときは、項目表示
領域は第１のワークアウト情報と第２のワークアウト情報との間に配置され、第１表示領
域に第１のワークアウト情報が表示されていないときは、項目表示領域は第１表示領域の
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上端（上部）に配置されるということもできる。このように構成することで、当該ワーク
アウト種別における最も興味のあるワークアウト情報（この場合は最新のワークアウト情
報、つまり第１ワークアウト情報）を一目で把握しやすいように大きな表示領域に表示し
、ユーザーが過去のワークアウト情報（履歴ワークアウト情報）に興味がある場合には、
スクロールしながらできるだけ多くの履歴情報を第１表示領域に表示することができるの
で、ユーザーは当該ワークアウト種別のワークアウト情報の把握を容易にすることができ
る。
【０１２３】
　また、第１のワークアウト情報（たとえば最新のワークアウト情報）を表示するときは
、第２領域の下に第１のワークアウト情報を表示し、第１のワークアウト情報（たとえば
最新のワークアウト情報）を表示しないときは、第２領域の下に項目表示領域を表示する
ことで、同様の効果を奏することができる。
【０１２４】
　また、履歴情報は項目表示領域の項目で履歴情報を並べ替えることができるように構成
してもよい。このように構成することで、ユーザーは日時、場所、距離、タイム、平均ペ
ース、カロリー、平均心拍数などの観点で当該運動種別の履歴情報を閲覧することができ
る。
【０１２５】
　また、第１表示領域には当該運動種別の最新ワークアウト情報を表示する以外に、ユー
ザーが指定したワークアウト情報を履歴情報表示の際に第１表示領域に表示するように構
成してもよい。たとえば、当該運動種別の履歴情報の中で最もパフォーマンスが高いワー
クアウト情報を第１表示領域に表示してもよい。あるいはスランプ期間など、パフォーマ
ンスが低かったときのワークアウト情報を第１表示領域に表示するように構成しても良い
。あるいは、ベンチマークとして設定したいワークアウトを指定ワークアウトとしてユー
ザーが設定し、指定ワークアウトを第１表示領域に表示するように構成してもよい。
【０１２６】
　また、第２表示領域（Ｄ２）に表示される統計情報（上記第１統計情報、及び後述する
第２統計情報の各情報）は、月ごとの統計情報及び週ごとの統計情報の少なくとも一方で
ある。図８の例では、統計情報として、月ごとの統計情報（Ｄ２１）及び週ごとの統計情
報（Ｄ２２）の両方を表示しているが、いずれか一方を省略してもよい。また図８では、
月ごとの統計情報として１本の棒グラフを示し、週ごとの統計情報として曜日ごとの７本
の棒グラフを示したが、各統計情報の具体的な表示に種々の変形実施が可能である点は、
カードでの統計情報の表示と同様である。カードでの統計情報の表示例については、図６
のＢ１１とＢ１２を用いて上述した。
【０１２７】
　なお、ユーザーごとの運動習慣の違いを考慮すれば、月ごとの統計情報と週ごとの統計
情報は両方を表示することが望ましい。なぜならワークアウトを趣味として行うライトユ
ーザーは、週に１回程度しかワークアウトを行わないことも一般的である。その場合、週
ごとの統計情報はあまり有用でなく、統計情報は月ごとに目標を達成しているか否かの判
定等に利用される。一方、アスリートであればワークアウトの実行頻度が高く、１週間の
中でワークアウトの負荷を変えつつ身体機能の強化を図ることも考えられる。よってアス
リートを対象とした場合、週ごとの統計情報も重要と言える。つまり、月ごとの統計情報
と週ごとの統計情報は両方を表示することで、運動習慣の異なるユーザーにも汎用的に利
用可能な形態での表示を行うことが可能になる。
【０１２８】
　以上のように、本実施形態では第１～第Ｍのワークアウト情報と、所定期間での統計情
報とを表示することが可能になる。このようにすれば、１回のワークアウトごとでの情報
と、所定期間での統計情報とを、わかりやすい表示態様でユーザーに提示することが可能
になる。
【０１２９】
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　その際、第１表示領域と第２表示領域とは、１つの表示画面（たとえばウィンドウ）に
配列されるとよい。このようにすれば、１画面内に第１～第Ｍのワークアウト情報と統計
情報の両方が表示されるため、ユーザーによる情報の閲覧を容易にすることが可能になる
。
【０１３０】
　また第１～第Ｍのワークアウト情報（履歴情報）と統計情報を同時に閲覧させることを
考慮した場合、上記のスクロール操作は、図８に示した表示画面全体を対象として行うの
ではなく、第１表示領域のみを対象として行うとよい。このようにすれば、表示が変更さ
れるのは第１表示領域内に留まり、表示画面における第１表示領域及び第２表示領域の位
置は固定される。言い換えれば、スクロール操作により第２表示領域が表示対象外となる
ことがない。つまり、スクロール操作の状況によらず、統計情報と、第１～第Ｍのワーク
アウト情報（狭義にはその一部）を１表示画面に収めることが可能になる。
【０１３１】
　以上のように、第１～第Ｍのワークアウト情報を表示することで、最新のワークアウト
情報だけでなく過去のワークアウト情報を閲覧することが可能になる。ただし、過去の情
報の閲覧が必要となるのは、１回のワークアウトを単位とした情報には限定されない。例
えば、最新の１ヶ月（或いは１週間）の統計情報だけではなく、先月（先週）の統計情報
や、さらに過去の統計情報を参照することに対する要求も強いと考えられる。このように
すれば、月単位（週単位）でのデータがどのように変化していったか等の情報をユーザー
に提示することが可能になるためである。
【０１３２】
　従来手法では、統計情報の算出対象期間を変更するためには、明示の切り替え操作を実
行する必要があった。例えば、先月（先週）の統計情報を閲覧するには、ボタンを押下し
て画面を遷移させる必要があった。しかしそれでは、ユーザーの操作負担が大きく、利用
しやすいインターフェースとは言えない。
【０１３３】
　よって本実施形態では、第１表示領域でのワークアウト情報の表示状態に応じて、統計
情報の算出対象とする期間を切り替える。具体的には、受付部１１０が受け付けたユーザ
ーの操作に基づいて、上記第１期間とは異なる第２期間に対応する少なくとも１つのワー
クアウト情報が、第１表示領域に表示された場合は、表示部１５０（表示処理部１３０）
は、第２表示領域に、第２期間に対応するワークアウト情報に基づいて算出された第２統
計情報を表示する。ここで第１期間に対応するワークアウトには最新のワークアウト情報
が含まれるように構成することができる。
【０１３４】
　このようにすれば、履歴情報の表示内容に連動して、第２表示領域に表示される統計情
報が切り替わる。第１表示領域で表示されているワークアウト情報はユーザーによる閲覧
の対象になっていると考えられる。つまり統計情報を第１表示領域の表示内容と連動させ
ることで、統計情報の算出対象期間をユーザーが関心を持っている期間に自動的に切り替
えることが可能になる。
【０１３５】
　またこのようにすれば、第１表示領域で表示されているワークアウト情報が取得された
タイミングと、第２表示領域で表示される統計情報の算出対象期間が対応することになる
ため、表示画面全体で考えたときに、表示される情報の時間的な統一を図ることが可能に
なる。
【０１３６】
　例えば図８～図１０に示したように、第１表示領域の所定領域に、第２期間に対応する
ワークアウト情報が表示された場合に、表示部１５０は、第２表示領域に、第２統計情報
を表示する。ここでの所定領域は、第１表示領域の上部領域であり、第１表示領域に表示
される複数のワークアウト情報のうち、最も上部に表示されるワークアウト情報のタイミ
ングに基づいて、所定期間を設定する。ただし、上記所定領域については種々の変形実施
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が可能である。
【０１３７】
　図８の状態では、相対的に大きく表示される最新のワークアウト情報（Ｄ３１）が、第
１表示領域の最も上部に表示されている。よって、最新のワークアウト情報に対応するワ
ークアウトが行われたタイミング（2016/05/22）に基づいて、所定期間が設定される。こ
こでは、所定期間としての１ヶ月は各月の１日から末日までであり、１週間は月曜日から
日曜日までである例を示している。よって、図８の状態での統計情報は、2016年5月（5/1
～5/31）の統計情報（Ｄ２１）と、5/16～5/22の統計情報（Ｄ２２）が表示される。ただ
し、所定期間（１ヶ月、１週間）の開始日、終了日については種々の変形実施が可能であ
る。
【０１３８】
　図９の状態では、2016/05/08に行われたワークアウトのワークアウト情報（Ｄ３４）が
、第１表示領域の最も上部に表示されている。よって、１ヶ月を所定期間とする統計情報
については図８の状態と変わらず2016年5月での統計情報（Ｄ２３＝Ｄ２１）となるが、
１週間を所定期間とする統計情報は、5/2～5/8の統計情報（Ｄ２４）に変更される。
【０１３９】
　図１０の状態では、2016/04/28に行われたワークアウトのワークアウト情報（Ｄ３６）
が、第１表示領域の最も上部に表示されている。よって、１ヶ月を所定期間とする統計情
報は2016年4月での統計情報（Ｄ２５）に変更され、１週間を所定期間とする統計情報は
、4/25～5/1の統計情報（Ｄ２６）に変更される。
【０１４０】
　なお、統計情報を切り替えるトリガーについては種々の変形実施が考えられる。例えば
上記所定領域を第１表示領域の上部ではなく、中央部や下部に設定してもよい。その場合
、第１表示領域の中央に表示されるワークアウト情報、或いは最も下部に表示されるワー
クアウト情報に基づいて、統計情報の算出対象期間が設定される。
【０１４１】
　或いは、統計情報の算出対象期間の設定に、上記所定領域を用いないことも可能である
。例えば、第１表示領域に複数のワークアウト情報が表示される場合に、各ワークアウト
情報が該当する期間を判定する。１ヶ月の統計情報の例であれば、各ワークアウト情報が
何月に行われたワークアウトに対応するかを判定する。そして、各月について何個のワー
クアウト情報が表示対象となっているかを集計し、最も表示対象となっているワークアウ
ト情報の数が多い期間を、統計情報の算出対象期間とすればよい。例えば図９の状態では
、５月が２件、４月が４件、３月が１件となるため、2016年4月の統計情報を表示対象と
する。
【０１４２】
　その他、第１表示領域の表示内容に連動した第２表示領域の表示切り替えについては、
種々の変形実施が可能である。
【０１４３】
　５．詳細情報の表示画面
　５．１　測定値のグラフ表示と数値表示
　図１１は、詳細情報の表示画面（Ａ３）の具体例である。図１１に示したように、表示
部１５０（表示処理部１３０）は、第１の軸が距離又は時間であり、第２の軸がワークア
ウト情報の測定項目の測定値となるグラフを第１表示領域（Ｅ１）に表示する。また、測
定項目として第１～第Ｐ（Ｐは２以上の整数）の測定項目がある場合に、表示処理部１３
０は、グラフの第２の軸を第１～第Ｐの測定項目のいずれの測定値に設定するかを選択す
るための第１～第Ｐのアイコン（ボタンあるいはパラメーターボタンともいう）を、第２
表示領域（Ｅ２）に表示し、第１～第Ｐのアイコンの少なくとも一つに対して、アイコン
に対応する測定項目の測定値を表示する。測定値が表示されるアイコンの数は種々の変形
実施が可能であり、表示部１５０は、第１～第Ｐのアイコンの各アイコンに対して、第１
～第Ｐの測定項目の第１～第Ｐの測定値を表示してもよい。なお、ここでの第１～第Ｐの
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アイコンの各アイコンの全てについて、本願発明の構成が適用される必要はない。例えば
表示処理部１３０は、第１～第Ｐのアイコンのうちの一部のアイコンでは、対応する測定
項目の測定値を表示しなくてもよい。「第１～第Ｐのアイコンの各アイコン」の意味する
ところは、以下の説明においても同様である。
【０１４４】
　なお、ここでの第１表示領域（Ｅ１）、第２表示領域（Ｅ２）は、詳細情報のウィンド
ウまたは表示画面（Ａ３）のうちの一部の領域を示すものであり、履歴情報の表示画面（
Ａ２、図８等）の第１表示領域（Ｄ１）、第２表示領域（Ｄ２）とは異なる領域である。
【０１４５】
　ここで、第１～第Ｐの測定値は、ワークアウトにおけるペース、ピッチ、ストライド、
高度情報、心拍数、及び消費カロリーの少なくとも１つの測定値を含んでもよい。
【０１４６】
　ペースとは、移動速度やその逆数に相当する情報である。なお、ここでは距離の単位を
ｋｍ、時間の単位を分及び秒としているが、種々の変形実施が可能である。また、他の測
定値の単位についても変形実施が可能である。
【０１４７】
　ピッチとは、単位時間当たりの歩数やその逆数に相当する情報である。なお水泳では歩
数の代替として腕をかく回数（ストローク頻度）を用いてもよい。またバイクではサイク
ルコンピューターから取得されるケイデンスの情報を用いてもよい。ピッチとは、広義に
は移動のための動作回数と、時間とによって求められる情報である。
【０１４８】
　ストライドとは、１歩当たりの移動距離（歩幅）を表す情報である。水泳では腕を１回
かくことで進む距離を用いてもよいし、バイクではクランクの１回転当たりの移動距離を
用いてもよい。ストライドとは、広義には移動のための動作回数と、移動距離とによって
求められる情報である。
【０１４９】
　高度情報とは、ユーザーの位置に対応する高度を表す情報であり、例えばＧＰＳレシー
バーにより取得される高度を用いればよい。なお高度は絶対値（標高）をそのまま用いて
もよいが、上りか下りかでワークアウトの特性が大きく変化することに鑑みれば、ワーク
アウトの経路上の最低高度と最高高度との差である相対高度を表す情報を用いてもよい。
あるいは、累積高度として上り方向での標高変化の累積値（累積上昇高度）や、下り方向
での標高変化の累積値（累積下降高度）を測定値としてもよい。
【０１５０】
　心拍数は、ベルト等の保持部を用いてユーザーの胸部に装着されるウェアラブル機器の
心拍センサーを用いて取得してもよい。或いは、図２等の手首に装着されるウェアラブル
機器の生体センサー（脈波センサー）を用いて取得した脈拍数を心拍数としてもよい。疾
患等の例外を除いて、脈拍数は心拍数とほぼ一致することが知られている。
【０１５１】
　図１１では、第１～第Ｐの測定値として、ペース、ピッチ、ストライド、高度、心拍数
、消費カロリーの各測定値を含む例を示しているが、いずれかを省略したり、他の測定値
を追加してもよい。
【０１５２】
　また図１１では、グラフの第１の軸が横軸であり、第２の軸が縦軸の例を示している。
そのため表示処理部１３０は、グラフの縦軸として、ペース、ピッチ、ストライド、高度
、心拍数、消費カロリーを設定可能である。表示処理部１３０は、第２表示領域（Ｅ２）
に、グラフの縦軸に表示する測定項目（測定値）を設定するための６つのアイコン（Ｅ２
１～Ｅ２６）を表示する。Ｅ２１が第２の軸にペースを設定するためのアイコンであり、
Ｅ２２がピッチを設定するためのアイコンであり、Ｅ２３がストライドを設定するための
アイコンであり、Ｅ２４が高度を設定するためのアイコンであり、Ｅ２５が脈拍数を設定
するためのアイコンであり、Ｅ２６が消費カロリーを設定するためのアイコンである。
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【０１５３】
　Ｅ２１～Ｅ２６の各アイコンには、測定項目名（ペース等）が表示されるとともに、各
測定項目の具体的な測定値（６’２３”／ｋｍ等）表示される。また各アイコンに対する
操作（アイコンの表示領域でのクリック操作、タップ操作）が行われた場合に、表示処理
部１３０は、選択されたアイコンに対応する測定項目の測定値を第２の軸に設定する。よ
り具体的には、各アイコンは、操作により対応する測定値の第２の軸への設定／非設定（
表示／非表示）が切り替わるトグルスイッチとして用いられてもよい。
【０１５４】
　図１１の例であれば、ペース及び心拍数が第２の軸として設定されている。なお図１１
では、第２の軸に設定されている測定値を明示するため、対応するアイコン（Ｅ２１，Ｅ
２５）を、他のアイコンとは異なる色で表示している。また図１１では、第１表示領域（
Ｅ１）のグラフの左側の縦軸がペースを表し、右側の縦軸が心拍数を表すが、これは逆で
あってもよい。そして、ワークアウト情報として取得された時系列のペース及び心拍数を
それぞれ折れ線グラフとして表示している（Ｅ１１，Ｅ１５）。
【０１５５】
　このようにすれば、ワークアウト情報の測定値をグラフ表示する際に、表示対象となる
測定値をアイコン（ボタン）を用いて設定（選択）することが可能になるとともに、アイ
コンの表示領域に数値を合わせて表示することが可能になる。従来手法では、設定用のア
イコンはボタンとしての用途しか持っていなかったため、測定値（数値情報）のユーザー
への提示という観点からすれば、当該アイコンの領域は無駄になっていた。本実施形態の
手法によれば、アイコンに、設定（選択）のためのボタンという第１の機能と、測定値の
表示という第２の機能の両方を持たせることで、表示領域を有効に活用することが可能に
なる。これにより、限られた表示画面内に測定値の数値の情報とグラフの情報を効率よく
配置すること等が可能になる。
【０１５６】
　図１２は、非設定となっていたアイコンに対する操作が行われた場合の、詳細情報の表
示画面の具体例である。図１２の例では、アイコンＥ２３に対する操作が行われることで
、図１１ではグラフ表示が行われていなかったストライドが表示対象として設定される。
具体的には、右側の縦軸がストライドに切り替わり、ワークアウト情報として取得された
時系列のストライドが折れ線グラフとして表示される（Ｅ１３）。
【０１５７】
　なお図１１、図１２では、グラフで表示される測定項目（測定値）を２つに限定する例
を示している。このようにすることで、グラフ表示が複雑になることを抑止し、ユーザー
にとって見やすい表示態様のグラフを提示することが可能になる。例えば表示処理部１３
０は、既に２つの測定値が設定（表示）されている状態において、さらに異なる測定値を
設定（表示）する操作が行われた場合に、設定済みの２つの測定値のうちのいずれかを非
設定（非表示）とする処理を行えばよい。図１２の例では、心拍数が非設定となり、アイ
コンの色も非設定状態を表す色に変更されている。非設定（非表示）となる測定値は、２
つの測定値のいずれでもよいが、例えば、より過去のタイミングで設定（表示）が開始さ
れた方の測定値を非設定とすることが考えられる。
【０１５８】
　ただし、本実施形態において、３以上の測定項目（測定値）を同時に表示することは妨
げられない。また、ユーザーの操作によっては、表示対象となる測定項目が１又は０とな
ることも妨げられない。
【０１５９】
　また、表示部１５０（表示処理部１３０）は、グラフにおける点又は範囲の指定が行わ
れた場合に、当該指定に応じた表示を行ってもよい。表示処理部１３０は、グラフの表示
において点又は範囲の指定が行われた場合は、第１～第Ｐのアイコンの各アイコンに対し
て、指定された点又は範囲での第１～第Ｐの測定値を表示する。また表示処理部１３０は
、グラフの表示において点又は範囲の指定が行われない場合は、第１～第Ｐのアイコンの
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各アイコンに対して、ワークアウト期間での第１～第Ｐの測定値の統計処理により得られ
た統計値を表示する。ここでのワークアウト期間は、狭義にはワークアウトの開始から終
了までの期間を表す。ただし、対象となるワークアウトにおいて、統計処理の対象とする
必然性の高い期間が存在する場合、当該期間をワークアウト期間としてもよく、ここでの
ワークアウト期間は種々の変形実施が可能である。
【０１６０】
　図１１や図１２は、点又は範囲の指定が行われていない状態に対応する。そのため、各
アイコン（Ｅ２１～Ｅ２６）は、対象となるワークアウト全体での情報を提示している。
例えば、アイコンＥ２１には、ペースの平均値、最大値及び最小値が表示される。アイコ
ンＥ２２には、ピッチの平均値、最大値及び最小値が表示される。アイコンＥ２３には、
ストライドの平均値、最大値及び最小値が表示される。アイコンＥ２４には、ワークアウ
ト全体での累積上昇高度及び累積下降高度が表示される。アイコンＥ２５には平均心拍数
が表示される。アイコンＥ２６には、ワークアウト全体での消費カロリー量が表示される
。
【０１６１】
　図１３は、点又は範囲の指定が行われた状態での詳細情報の表示画面例である。図１３
の例では、第１表示領域（Ｅ１）のグラフのうちの横軸方向での所与の点（Ｅ６１）が指
定されている。また表示処理部１３０は、指定されている点の横軸方向での位置を明示す
るため、横軸に垂直な直線（Ｅ６２）をグラフ上に表示している。図１３の指定は、例え
ば第１表示領域（Ｅ１）のうちのＥ６２の直線上の任意の位置に、カーソルを移動させる
操作、或いは当該位置をタップする操作により実現できる。
【０１６２】
　この場合、表示処理部１３０は、Ｅ６１の点に対応する測定値の情報を、アイコンに表
示する。例えば、アイコンＥ２１には、指定された点でのペースの値（Ｅ６３に対応）で
ある５’５７”／ｋｍを表示している。同様にアイコンＥ２３には、指定された点でのス
トライドの値（Ｅ６４に対応）である９７ｃｍを表示している。また、グラフでの表示対
象となっていない各測定値（ピッチ、高度、心拍数）についても、対応するアイコン（Ｅ
２２，Ｅ２４，Ｅ２５）において、指定された点での値を表示する。なお、ここでは点が
指定されているため、高度を表すアイコン（Ｅ２４）では、高度変化ではなく標高の絶対
値を表示する例を示している。ただし、消費カロリーについてはワークアウト全体として
１つの値を求める例を示しているため、図１３ではＥ２６の表示は図１１と同様としてい
る。
【０１６３】
　なお、図１３では点を指定する例を示したが範囲を指定してもよい。範囲の指定は、例
えばドラッグ操作やピンチイン操作により実現できる。この場合、各アイコンは指定され
た範囲での測定値を表示すればよい。例えば表示処理部１３０は、各アイコンに対して、
指定範囲での測定値に基づいて求められた平均値、最大値、最小値等の統計値を表示する
。
【０１６４】
　また、以上では説明を省略していたが、表示処理部１３０は、グラフの第１の軸を距離
又は時間のいずれに設定するかを選択するためのアイコン（Ｅ５１，Ｅ５２）を、詳細情
報の表示画面の第５表示領域（Ｅ５）に表示してもよい。図１１の例では、Ｅ５１が距離
に対応するアイコンであり、Ｅ５２が時間に対応するアイコンである。
【０１６５】
　第１の軸として距離が設定された場合、グラフの左端はワークアウト開始位置での運動
距離（移動距離、０ｋｍ）を表し、グラフの右端はワークアウト終了位置での運動距離（
総移動距離）を表す。図１１の例では、ワークアウトでの運動距離が２１．１４３ｋｍで
あり、グラフは２１．１４３ｋｍのうち、どれだけの距離を移動したときの測定値がどの
ような値であったかを表すグラフとなる。
【０１６６】
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　また第１の軸として時間が設定された場合、グラフの左端はワークアウト開始時点での
運動時間（経過時間、０：００’００”）を表し、グラフの右端はワークアウト終了時点
での運動時間を表す。図１１の例では、ワークアウトの運動時間が２：１５’０８”であ
り、グラフは時間経過に伴う測定値の変化を表すものとなる。
【０１６７】
　また本実施形態では、Ｅ５１及びＥ５２の各アイコンにも数値を合わせて表示する。図
１１のように、グラフに対する指定がない場合には、ワークアウト全体での運動距離、運
動時間を表示すればよく、上述した２１．１４３ｋｍ、２：１５’０８”が表示される。
【０１６８】
　また図１３のように点又は範囲の指定が行われた場合には、指定された点又は範囲での
情報を表示すればよい。図１３の例では、表示処理部１３０は、Ｅ６１に示した点が８．
７２５ｋｍ、或いは０：５５’４５”に対応することをアイコン（Ｅ５１，Ｅ５２）で表
示している。範囲が指定された場合には、表示処理部１３０は、例えば当該範囲の２つの
端点の値を各アイコンに表示すればよい。
【０１６９】
　５．２　地図情報とラップ情報
　また表示処理部１３０は、ワークアウトに関連する地図情報を第３表示領域（Ｅ３）に
表示する。このようにすれば、ユーザーがどこでワークアウトを行ったかを直感的でわか
りやすい表示態様により提示することが可能になる。ここでの地図情報は、図１１に示す
ように、地図に移動経路情報が重畳された情報であってもよい。
【０１７０】
　また表示部１５０（表示処理部１３０）は、ワークアウトのラップ情報を第４表示領域
（Ｅ４）に表示してもよい。ラップとは、所定区間の移動に要した時間（ラップタイム）
を表す情報である。ここでの所定区間は、例えば所定距離（１ｋｍ、１マイル等）の区間
であってもよい。或いは始点終点をユーザーが任意に設定可能な区間であってもよく、例
えばユーザーがチェックポイント通過時にウェアラブル機器２００を操作することで、上
記所定期間の端点が設定されてもよい。そしてここでのラップ情報とは、上述したラップ
タイムを少なくとも含む情報である。図１１の例であれば、ラップ情報は、所定区間の距
離、ラップタイム、所定区間内での平均ペース、所定区間内での平均心拍数等の情報であ
る。
【０１７１】
　ここで、ラップ情報は上述したように所定区間での情報となるため、当該所定区間がど
の位置からどの位置までの区間であったかという情報は重要である。例えば、平坦な区間
でのラップタイムと、上り区間でのラップタイムは差が出ることが当然であり、この場合
、ラップタイムの単純な比較は好ましくない。即ち、ラップ情報は単独で表示されるので
はなく、対象とした区間に関する情報を合わせて表示することが望ましい。
【０１７２】
　よって本実施形態では、表示画面において、第３表示領域（Ｅ３）と第４表示領域（Ｅ
４）を１画面に収まるような位置関係で表示する。地図情報はユーザーの移動経路を表す
情報を含むため、ラップ情報と地図情報を合わせて表示することで、ユーザーに対して各
ラップに対応する区間を直感的に理解させる表示が可能になる。
【０１７３】
　この際、単に経路を表示するのではなく、経路上にラップ情報との対応づけに用いる番
号を表示してもよい。図１１の例であれば、縦方向にリスト状に表示されている各区間の
ラップ情報に番号を付けるとともに、地図情報にも対応する番号を表示する。このように
すれば、ラップ情報（ラップタイム等）と、当該ラップ情報が取得された区間との対応を
わかりやすく提示できる。なお、対応づけは番号を用いる手法に限定されず、アルファベ
ット等、種々の形態により実現可能である。
【０１７４】
　例えば図１１に示すように、第４表示領域は、第３表示領域にオーバーラップ（重畳）
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して配置されてもよい。このようにすれば、地図情報とラップ情報が必然的に近い位置に
表示されるため、ユーザーにとって見やすい表示が可能になる。あるいは、第４表示領域
を第３表示領域に隣接して配置しても良い。この場合、第３表示領域と第４表示領域との
間には表示領域の境界を表す境界オブジェクトが配置され、境界オブジェクトへの操作を
受付部１１０で受け付けると、第３表示領域と第４表示領域との表示の大きさ、あるいは
表示画面における占有率を変更することができる。
【０１７５】
　ただし、地図情報は単体でも直感的に理解しやすい有用な表示である。そのため、ユー
ザーが地図情報を大きな表示領域で閲覧することを望むことも充分考えられる。その場合
、第４表示領域を第３表示領域にオーバーラップさせることで、ラップ情報により地図情
報が遮蔽されてしまうことは好ましくない。ラップ情報を透過表示した場合であっても、
重複する領域において地図情報の視認性は低下してしまう。
【０１７６】
　よって表示部１５０（表示処理部１３０）は、受付部１１０が受け付けるユーザーの操
作に応じて、第４表示領域を、非表示と、第３表示領域に対するオーバーラップ表示とで
切り替えてもよい。
【０１７７】
　図１２は第４表示領域の表示態様の切り替えを説明する図でもある。図１２では、第４
表示領域（ラップ情報）が非表示となっている。このようにすれば、ラップ情報と地図情
報を合わせて閲覧したいのか、地図情報に注目したいのかといったユーザーの状況に合わ
せて、適切な表示を行うことが可能になる。
【０１７８】
　なお、ラップ情報を非表示とする操作は、例えば第４表示領域の所与の領域に対するク
リック操作やタップ操作、スライド操作により実現できる。また、第４表示領域をオーバ
ーラップ表示する操作は、例えば第３表示領域の所与の領域（図１２の例では左側端部の
帯状領域）に対するクリック操作やタップ操作、スライド操作により実現できる。
【０１７９】
　また、地図情報を広い領域で表示するという観点からすれば、第３表示領域を拡大する
ことも可能である。具体的には、ユーザーによる拡大操作を受付部１１０が受け付けた場
合に、表示処理部１３０は、第３表示領域を拡大表示し、第１表示領域及び第２表示領域
を所定方向に移動する。
【０１８０】
　図１４は、拡大操作を受け付けた場合の詳細情報の表示画面の具体例である。拡大操作
の具体例は種々考えられるが、例えば図１１のＥ７に示した拡大ボタンの押下（クリック
、タップ）を拡大操作として用いる。図１１と図１４の比較からわかるように、第３表示
領域が拡大（図１４の例では縦方向のサイズが拡大）され、それに伴い第１表示領域及び
第２表示領域は下方向に移動されている。このようにすれば、地図情報の視認性を高める
とともに、測定値のグラフや数値の表示との位置関係を適切に調整することが可能になる
。
【０１８１】
　なお表示処理部１３０は、第３表示領域が拡大表示された場合に、第４表示領域に表示
されるラップ情報の数及び情報量の少なくとも一方を、拡大表示が行われない場合に比べ
て増やしてもよい。
【０１８２】
　図１４の例では、第３表示領域の拡大に合わせて、第４表示領域についても縦方向に拡
大され、それに伴い一度に表示されるラップ情報の数が８から２０に増加している。また
、図１４では数を増やす例を示したが、情報量を増やしてもよい。例えば表示処理部１３
０は、距離、ラップタイム、平均ペース、平均心拍数とは異なる情報を、ラップ情報とし
て表示してもよい。このようにすれば、地図情報の拡大とともに、第３表示領域により提
示されるラップ情報を充実させることが可能になる。
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【０１８３】
　なお、図１１等にも示したように、第１表示領域（Ｅ１）、第２表示領域（Ｅ２）、第
３表示領域（Ｅ３）及び第４表示領域（Ｅ４）は、１つの表示画面（ウィンドウ）に配列
されることが望ましい。測定値のグラフ、数値（アイコン）、地図情報、ラップ情報は、
それぞれユーザーのワークアウトを表す情報として有用である。しかし従来手法では、こ
れらの情報はスクロールや画面遷移を行わなければ全てを閲覧することが難しく、利便性
に課題があった。その点、本実施形態では設定用アイコンでの数値表示や、地図情報への
ラップ情報のオーバーラップ等を用いることで、各情報を効率的に配置し、４つの表示領
域を１つの表示画面に配列可能となる。つまり、ユーザーに対して煩雑な画面遷移操作を
行わせることなく、多様な情報を閲覧させる表示が可能になる。
【０１８４】
　なお、本実施形態の手法では、第１表示領域及び第２表示領域での表示を必須としなく
てもよい。即ち、本実施形態の手法は、ユーザーの操作を受け付ける受付部１１０と、ユ
ーザーが実施したワークアウトに基づくワークアウト情報を記憶する記憶部１２０と、ワ
ークアウト情報を表示する表示部１５０と、を含み、表示部１５０（表示処理部１３０）
は、ワークアウトに関連する地図情報とラップ情報をオーバーラップ表示するワークアウ
ト情報表示システム１００に適用できる。
【０１８５】
　この場合にも、表示処理部１３０は、図１２に示したように、受付部１１０が受け付け
るユーザーの操作に応じて、ラップ情報を、非表示と、地図情報に対するオーバーラップ
表示とで切り替えてもよい。
【０１８６】
　６．類似ワークアウト情報
　６．１　類似ワークアウト情報を表示する画面の例
　以上で説明したボード画面（Ａ１）、履歴情報の表示画面（Ａ２）、詳細情報の表示画
面（Ａ３）を用いることで、ユーザーが行ったワークアウト情報を適切に表示可能となる
。各画面の利点に付いては上述したとおりである。
【０１８７】
　ただし、ワークアウトを行うユーザーにとっては、ワークアウトの積み重ねにより、自
身のパフォーマンスがどれだけ向上しているかについても強い関心があると考えられる。
この場合、所与の１回のワークアウトの詳細情報を閲覧したのではパフォーマンスの変化
を把握することはできない。また、筋力や心肺能力は測定が容易でなく、これらをパフォ
ーマンスの指標値として日常的に用いることは難しい。
【０１８８】
　これに対して、複数のワークアウト情報の比較により、ユーザーのパフォーマンスの変
化を提示する手法が考えられる。例えば、所与のコースのランニングに要する時間が短縮
されれば、ユーザーのパフォーマンスは向上していると判断できる。
【０１８９】
　この際、比較対象とする複数（以下、２つである例を説明）のワークアウトは、特性が
類似している必要がある。例えば、運動距離の異なる２つのワークアウトでは、運動時間
は異なることが当然であり、比較をしてもパフォーマンスの変化を判定することは難しい
。また、同じ運動距離であっても、平坦なコースと上り坂のコースとでは、やはり運動時
間等は異なることが当然であり、比較する意義は薄い。つまり比較対象とする複数のワー
クアウト情報は、互いに類似している必要がある。
【０１９０】
　また、類似する複数のワークアウト情報の比較をシステムが自動的に行い、パフォーマ
ンスの変化を表示する手法も考えられる。しかし、単にパフォーマンスが向上したか否か
という情報だけでは情報量が少ない。例えばパフォーマンスの向上として、数ｋｍ程度の
短距離でのスピードが向上したのか、数十ｋｍ程度の長距離でのスタミナが付いたのかは
分けて考えることが望ましい。或いは、平坦なルートでのスピードが向上したのか、アッ
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プダウンでのタイムロスが減少したのかも、やはり分けて考えるべきである。即ち、パフ
ォーマンスの向上には多様な形態が考えられるため、ワークアウト情報を比較して比較結
果だけ（例えばタイム差だけ）表示するのでは不足であり、各ワークアウト情報について
、それぞれある程度詳細な情報を提示することが望ましい。
【０１９１】
　また、比較対象となるワークアウト情報の選択には、ユーザーの意向が反映されるべき
である。例えば、レース本番のように入念な調整を行った上で実行されるワークアウトは
、日常的に行われるワークアウトに比べて重要度が高いと考えられる。この例では、ユー
ザーは重要度の高いワークアウト同士の比較を望むことが想定される。また、ユーザーの
好きなコースと嫌いなコースがある場合、好きなコースでのワークアウトを比較対象とし
たいといった要求も考えられる。これらの点を考慮すれば、比較するワークアウト情報は
、類似するか否かの観点からシステムが自動的に選択するのではなく、ユーザーにより選
択する余地を残す方が望ましい。
【０１９２】
　以上を鑑みて、本実施形態に係るワークアウト情報表示システム１００では、複数のワ
ークアウト情報から、選択ワークアウト情報を選択する操作を受付部１１０が受け付けた
場合に、処理部１４０は、選択ワークアウト情報以外のワークアウト情報から、選択ワー
クアウト情報との間で所与の類似条件を満たす類似ワークアウト情報を特定し、表示部１
５０は、選択ワークアウト情報と、類似ワークアウト情報とを表示する。具体的には、表
示処理部１３０が、表示部１５０に選択ワークアウト情報と、類似ワークアウト情報とを
表示する処理を行えばよい。
【０１９３】
　ここで、処理部１４０は、類似ワークアウト情報を求める（抽出する）処理をリアルタ
イムに行ってもよいし、あらかじめ求められていた類似ワークアウト情報を記憶部１２０
から読み出してもよい。なお、ここでのリアルタイムとは、類似ワークアウト情報の表示
のトリガーとなる操作を受付部１１０が受け付けた場合に、類似ワークアウト情報を求め
る（抽出する）処理が開始されることを表す。なお、類似ワークアウト情報を求める処理
の詳細については後述する。また、類似ワークアウト情報を求める処理は他の機器（例え
ばワークアウト情報表示システム１００が携帯端末装置３００に含まれる場合のサーバー
システム５００）で行われてもよい。この場合、サーバーシステム５００で求められた類
似ワークアウト情報をあらかじめ記憶部１２０にダウンロードしておき、処理部１４０は
当該類似ワークアウト情報を読み出してもよい。或いは処理部１４０は、サーバーシステ
ム５００に対してリアルタイムに類似ワークアウト情報を要求する処理を行ってもよい。
本実施形態における類似ワークアウト情報を特定する処理とは、これらの処理を含む。
【０１９４】
　このようにすれば、類似ワークアウト情報（狭義には、後述するように類似コースでの
ワークアウトによるワークアウト情報）を自動で抽出するので、ユーザーの手間を削減で
きる。さらにパフォーマンスの変動のみを表示するのではなく、選択ワークアウト情報と
類似ワークアウト情報の比較画面を表示するため、ユーザーに詳細なデータを参照させる
こと、及び当該参照に基づきパフォーマンスを評価させることが可能になる。さらに、少
なくとも選択ワークアウト情報の選択をユーザーに行わせるため、ユーザーにとって関心
の強いワークアウト情報を比較対象に含めることが可能になる。
【０１９５】
　また、複数の類似ワークアウト情報が特定された場合に、表示部１５０は、特定された
複数の類似ワークアウト情報を表示（狭義にはリスト表示）してもよい。
【０１９６】
　図１５は、類似ワークアウト情報をリスト表示する画面の例である。ここでは２つの類
似ワークアウト情報が特定され、当該２つの類似ワークアウト情報（Ｆ１，Ｆ２）がリス
ト表示されている。各類似ワークアウト情報の表示態様は、例えば履歴情報の表示画面に
おける第１表示領域（図８のＤ１、より具体的にはＤ３２，Ｄ３３等）と同様とすればよ
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い。なお、図１５の画面は、図１０の詳細情報の表示画面に重畳表示されるポップアップ
画面であることを想定しているが、これには限定されない。例えば表示処理部１３０は、
図１０の画面表示を終了し、図１５の画面を表示する画面遷移を行ってもよいし、図１０
の画面表示の第１表示領域に抽出された類似ワークアウト情報を表示するように構成して
もよい。
【０１９７】
　また、類似ワークアウト情報は、地図情報を含んでもよい。例えば図１５に示すように
、リスト表示される類似ワークアウト情報に地図情報を含めることで、類似ワークアウト
情報に対応するワークアウトの内容を直感的に推定することができるため、適切なワーク
アウト情報の比較が可能になる。
【０１９８】
　そして、リスト表示された類似ワークアウト情報のいずれかを選択する操作を受付部１
１０が受け付けた場合に、表示処理部１３０は、選択された類似ワークアウト情報と、選
択ワークアウト情報の比較画面を表示する処理を行う。
【０１９９】
　このようにすれば、類似ワークアウト情報についてもユーザーに選択を委ねることが可
能になる。つまり、類似するか否かという煩雑な判定についてはシステム側で行って、比
較対象とするワークアウト情報の候補（類似ワークアウト情報）を絞り込むが、最終的な
選択はユーザーに行わせる。このようにすれば、選択ワークアウト情報の選択と、類似ワ
ークアウト情報の選択の両方にユーザーの判断を利用できるため、よりユーザーの意図に
沿ったワークアウト情報の比較が可能になる。
【０２００】
　図１６は、選択ワークアウト情報と類似ワークアウト情報を比較する比較画面の例であ
る。なお図１６は比較画面に表示される情報の一覧を示す図であり、図１６の全てが同時
に表示される必要はない。例えば表示処理部１３０は、図１６に示した画像をスクロール
表示してもよい。
【０２０１】
　図１６に示したように、選択ワークアウト情報と類似ワークアウト情報の比較画面は、
少なくとも経路の比較表示、及び測定値の比較表示を含む。そして、測定値の比較表示は
、グラフの比較表示、及び数値の比較表示を含む。また、ここでの測定値は、図１１の詳
細情報の表示画面と同様に、ワークアウトにおけるペース、ピッチ、ストライド、高度、
心拍数、及び消費カロリーの少なくとも１つを含む情報であってもよい。なお、図１６で
は測定値の表示にヤードポンド法を用いているが、図１１と同様にメートル法を用いても
よい。また表示処理部１３０は、測定値の表示態様（単位系、フォント、言語等）をユー
ザー操作に応じて切り替えてもよい。
【０２０２】
　図１６のＧ１が経路の比較表示であり、具体的には地図情報に対して、選択ワークアウ
ト情報の経路情報及び類似ワークアウト情報の経路情報の両方が重畳表示されている。な
お、後述する変形例では、２つのワークアウトが行われる場所が離れている場合も考えら
れる。その場合、１つの地図情報上に２つの経路情報を重畳するのではなく、２つの地図
情報を並べて表示してもよい。
【０２０３】
　また、Ｇ２、Ｇ３が測定値の比較表示である。Ｇ２がグラフの比較表示、Ｇ３が数値の
比較表示に対応する。Ｇ３は、図１１のＥ２１～Ｅ２６と同様のアイコンである。即ち、
Ｇ３の各アイコンは、Ｇ２のグラフに表示する測定項目（測定値）を選択するボタンであ
り、且つ測定値（数値）を表示する領域である。ここでは、選択ワークアウト情報と類似
ワークアウト情報のそれぞれについて、図１１と同様の６項目を選択可能な例を示してい
るため、Ｇ３には１２個のアイコンが表示されている。Ｇ２では、ストライド、高度、心
拍数の３つの測定値を比較するグラフ表示をしているが、図１１と同様に表示する測定値
を２つに限定してもよい。また、Ｇ２に示したように、選択ワークアウト情報の測定値と
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、類似ワークアウト情報の測定値を１つのグラフに表示することで、測定値の比較が容易
となる。ただし、２つのグラフを並べて表示する等の変形実施も可能である。
【０２０４】
　Ｇ４は、図１１のＥ４と同様のラップ情報の表示である。なお、図１１の例では選択ワ
ークアウト情報と類似ワークアウト情報の両方で、１．２マイルの区間を単位としてラッ
プを測定しており、わかりやすい比較が可能となっている。ただし、ラップ情報の測定対
象となる所定区間は任意に設定可能であり、選択ワークアウト情報と類似ワークアウト情
報の上記所定区間が一致するとは限らない。また、図１１と同様に、ラップ情報を地図情
報にオーバーラップ表示してもよい。ただし、２つのラップ情報をオーバーラップするこ
とで、地図情報の視認性が低下するおそれがある点には留意すべきである。
【０２０５】
　Ｇ５は、最大酸素摂取量ＶＯ２ｍａｘの表示である。ＶＯ２ｍａｘは、運動中に体内に
取り込まれる酸素の最大量を表し、体動情報や生体情報から推定できる。ＶＯ２ｍａｘは
、ユーザーの運動強度を把握する指標値となるため、直感的に２つのワークアウトを比較
する際の情報として適している。なお、ＶＯ２ｍａｘの値に基づいて、各距離（５マイル
、１０マイル、ハーフマラソン、マラソン等）を走行した際の予想タイムを表示してもよ
い。
【０２０６】
　Ｇ６は、心拍数ゾーンの表示である。心拍数ゾーンとは、心拍数を幾つかの数値範囲（
ゾーン）に区分し、各ゾーンに滞在した時間の長さを表す情報である。心拍数ゾーンも、
やはりユーザーの運動強度を把握する指標値として適している。図１６の例のように各ゾ
ーンの滞在時間をグラフで表示することで、視覚的な理解を容易にする表示も可能でなる
。なお、図１１では不図示であったが、１つのワークアウト情報の詳細情報の表示画面に
おいて、ＶＯ２ｍａｘや心拍数ゾーンを表示することは妨げられない。
【０２０７】
　図１６のような比較画面を用いることで、選択ワークアウト情報と類似ワークアウト情
報を適切に比較することが可能になる。特に図１６の例では、各ワークアウト情報につい
て、図１１の詳細情報と同程度の項目が表示対象となる。そのため、２つのワークアウト
情報の詳細な比較ができ、ユーザーに対してパフォーマンスの変動を適切に判定させるこ
と等が可能になる。
【０２０８】
　なお、図１５や図１６の表示を開始するトリガーは種々考えられる。例えば、表示部１
５０は、選択ワークアウト情報の詳細情報を表示している画面に、類似ワークアウト情報
に関するアイコンを表示してもよい。そして、アイコンに対する操作を受付部１１０が受
け付けた場合に、表示部１５０は、類似ワークアウト情報を表示（リスト表示）してもよ
い。
【０２０９】
　図１１の例であれば、地図情報を表示する第３表示領域（Ｅ３）の一部に、アイコンＥ
８が表示されている。図１１に示したように、類似ワークアウトが検出された場合には、
当該アイコンに類似ワークアウト情報の数が表示されてもよい。また、類似ワークアウト
が検出されなかった場合には、「０」と表示しても良いし、アイコンＥ８を表示しないよ
うにしてもよい。また、アイコンでは無く「類似ワークアウトがあります」のような文章
で類似ワークアウトが存在することをユーザーに通知しても良い。このようにすれば、具
体的なリスト画面（図１５）の表示前に、類似ワークアウト情報が存在すること、及び類
似ワークアウト情報の数をユーザーに提示することが可能になる。
【０２１０】
　６．２　類似ワークアウト情報の検索処理
　次に類似ワークアウト情報を検索（選択または抽出）する処理の具体例について説明す
る。以下ではこの処理が処理部１４０で行われるものとするが、変形実施が可能な点は上
述したとおりである。本実施形態ではワークアウトを行った際のユーザーの位置情報が取
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得される。特に、ウェアラブル機器２００がＧＰＳレシーバーを含む場合、緯度や経度を
用いて表される絶対位置を取得可能である。そのため、処理部１４０は、当該位置情報を
特徴量として、ワークアウト情報間の類似を判定する。
【０２１１】
　例えばここでの類似条件は、ワークアウトの種別を含む。仮に同じコースを移動してい
たとしても、ランのワークアウト情報とバイクのワークアウト情報の比較には意味がある
とは言えない。よって、選択ワークアウト情報がラン（広義には第１の種別）に関するも
のであれば、類似ワークアウト情報もラン（第１の種別）のワークアウト情報から選択さ
れるとよい。
【０２１２】
　また最も単純には、同じコースを対象とした２つのワークアウトを比較することが有効
と言える。なぜなら、同じコースのワークアウトであれば、測定値に対するコースの影響
が小さいからである。言い換えれば、測定値に変動が生じた場合、当該変動はユーザーの
パフォーマンスの差異に起因すると推定することが可能である。
【０２１３】
　よって類似条件は、ワークアウトの経路情報に関するものとする。類似条件は、ワーク
アウトの開始位置と終了位置を含んでもよい。例えば処理部１４０は、２つのワークアウ
ト情報の開始位置を比較し、誤差が半径２００ｍ以内であることを類似の条件とする。同
様に、終了位置についても誤差が半径２００ｍ以内であることを類似の条件とする。当然
、ここでの閾値は２００ｍに限定されず、種々の値を設定可能である。
【０２１４】
　また類似条件は、ワークアウトの運動距離を含んでもよい。運動距離が大きく異なる場
合、２つのワークアウトでのユーザー負担も大きく異なると予想されるため、比較する意
義が薄くなる。よって処理部１４０は、２つのワークアウトの運動距離の誤差が±１０％
以内であることを類似の条件とする。この閾値についても変形実施が可能である。
【０２１５】
　図１７は、選択ワークアウト情報の経路（Ｈ１）と、以上の類似条件により類似と判定
された類似ワークアウト情報の経路（Ｈ２）の具体例である。図１７、及び後述する図１
８、図１９ではＳがワークアウトの開始位置を表し、Ｇが終了位置を表す。図１７に示す
ように、開始位置、終了位置、距離だけでは、経路が大きく異なるワークアウト情報も類
似と判定されるおそれがある。
【０２１６】
　よって、類似条件は、開始位置と終了位置の間の中間ポイントを含むことが望ましい。
例えば処理部１４０は、２つのワークアウト情報の中間ポイントを比較し、誤差が半径２
００ｍ以内であることを類似の条件とする。このようにすれば、図１７のＨ２に示した経
路は類似条件を満たさないものとして除外できる。
【０２１７】
　図１８は中間ポイントを１点設定した場合の選択ワークアウト情報の経路（Ｈ１）と、
類似ワークアウト情報の経路（Ｈ３）の具体例である。図１９は、中間ポイントを３点設
定した場合の選択ワークアウト情報の経路（Ｈ１）と、類似ワークアウト情報の経路（Ｈ
４）の具体例である。
【０２１８】
　図１８、図１９の比較からわかるように、中間ポイントの数が少ないと選択ワークアウ
ト情報の経路（Ｈ１）と、類似ワークアウト情報の経路（Ｈ３）の乖離が大きいおそれが
あり、中間ポイントの数が多いほど、選択ワークアウト情報の経路（Ｈ１）と類似ワーク
アウト情報の経路（Ｈ４）が近くなる可能性が高い。よって類似判定の精度を考慮するの
であれば、中間ポイントの数は多いほど望ましいと言える。
【０２１９】
　ただし、同じ類似条件を用いたとしても、類似ワークアウト情報の数は選択ワークアウ
ト情報の特性や、ユーザーが過去に行ったワークアウトの履歴によって変化する。例えば
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、第１の選択ワークアウト情報に対して、所与の類似条件で類似ワークアウト情報を検索
した場合、多数のワークアウト情報が類似と判定されてしまうことがある。この場合、図
１５の画面でリスト表示される類似ワークアウト情報の数が多く、ユーザーによる選択が
煩雑となるおそれがある。一方、第２の選択ワークアウト情報に対して、同じ類似条件で
類似ワークアウト情報を検索した場合、少数のワークアウト情報しか類似と判定されない
ことがある。極端な場合には類似ワークアウト情報が存在しないことも考えられ、適切な
比較が困難である。
【０２２０】
　以上の点を考慮すると、受付部１１０は、類似条件を変更する操作情報を受け付けると
よい。このようにすれば、状況に応じて類似条件を柔軟に設定することが可能になる。例
えば、類似ワークアウト情報が多数の場合には、類似条件を厳しくすればよいし、類似ワ
ークアウト情報が少数の場合には、類似条件を緩くすればよい。
【０２２１】
　またこの例からわかるように、典型的には、ユーザーは図１５のリスト表示画面を閲覧
することで、現在の類似条件が適切であるか否かを推定できる。よって表示処理部１３０
は、類似ワークアウト情報をリスト表示する画面（図１５）から、類似条件の変更を可能
にするとよい。図１５の例では、リスト表示の下部に「検索精度を変更」とのボタンを表
示し、当該ボタンが押下された場合に、類似条件を変更するための画面に遷移する。
【０２２２】
　図２０は、類似条件を入力する画面の具体例である。図２０では、スライダーが表示さ
れ、スライダーを一方側（図２０の例では上側）に移動させると類似条件が厳しくなり、
他方側（下側）に移動させると類似条件が緩くなる。
【０２２３】
　この際、処理部１４０は、上記中間ポイントの数を、ユーザーの操作に応じて可変に設
定してもよい。図１７～図１９に示したように、中間ポイントを多くするほど類似判定の
精度（検索精度）は向上する。よって類似条件の厳しさを調整するパラメーターとして、
中間ポイントの数は適当と言える。図２０の画面でも、スライダーを上に移動させるほど
、選択ワークアウト情報と類似ワークアウト情報での経路の一致場所、即ち中間ポイント
の数が多くなり、下に移動させるほど中間ポイントの数が少なくなる。図２０の場合、ス
ライダーは中間ポイントを設ける比率を設定するものであり、最も下では経路の中間位置
に１つの中間ポイントを設定することになる。またスライダーが最も上の場合、経路を１
０分割し、各分割点に中間ポイントを設定することになる。
【０２２４】
　なお、以上の処理は類似判定の一例であり、経路の類似判定は公知のマッチングアルゴ
リズムを広く適用可能である。また、検索精度を決定するパラメーターもマッチングアル
ゴリズムに応じて異なるため、処理部１４０はそれらの種々のパラメーターを変更するこ
とで、類似条件を変更できる。
【０２２５】
　６．３　変形例
　以上では、類似条件として経路情報（特に位置情報）を用いていた。そのため、異なる
場所でのワークアウトは非類似と判定される。
【０２２６】
　しかし、運動距離が同等であれば、位置や経路が異なるワークアウトでも比較して閲覧
したいという要求も考えられる。例えば、マラソンランナーであるユーザーは、東京マラ
ソンとホノルルマラソンのワークアウト情報の比較を望む場合がある。東京マラソンとホ
ノルルマラソンは、ともに３０ｍ前後のアップダウンが数回みられるが、平坦な距離が長
いコースとなっている。つまり、位置も経路も大きく異なるが、２つのマラソンの結果を
比較することには意義がある。特にマラソンのように距離が長いワークアウトの場合、開
始位置、終了位置、中間ポイントを類似条件としてしまうと大会ごと（例えば１年に１回
）しか類似ワークアウト情報が取得できないことも想定されるため、上記の比較の意義は
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大きい。
【０２２７】
　この場合、処理部１４０は、ワークアウトの運動距離を類似条件として類似ワークアウ
ト情報を検索するとよい。このような検索は、マラソンの例のように類似ワークアウト情
報の数が極端に少ないことが想定される場合に、特に有効である。ただし、特性の大きく
異なるコースまで比較対象に含める必要性は低いため、場合によってはアップダウン（高
度、狭義には累積上昇高度、累積下降高度、あるいは斜度（単位距離あたりの高度変化の
度合い））を類似条件に追加してもよい。
【０２２８】
　或いは、距離とアップダウンに加えてペースを類似条件に追加してもよい。類似する経
路でのワークアウトを比較する場合、ペースの値の大小は、パフォーマンスの判定に用い
られる情報である。ただし、ペースを類似条件側に組み込むことで、同じような距離で同
じようなアップダウンのコースを対象として、同じようなペースのワークアウトを行った
際のデータを比較できる。この場合に、比較画面において比較する意義の大きい情報は、
心拍数（平均値、或いは上昇量、単位時間当たりの上昇度合い等）である。
【０２２９】
　距離、アップダウン、ペースが類似している２つのワークアウトは、当該ワークアウト
によるユーザーへの負荷が同程度であると考えられる。そのような前提において、ユーザ
ーの内的な情報（生体情報）がどのように反応したかを比較すれば、ユーザーの生体とし
ての能力、具体的には心肺能力の変化を推定することが可能になる。心肺能力が高ければ
、同じ負荷でも心拍数の変動は小さく抑えられる。つまり、このような類似条件で心拍数
情報を比較することで、心肺能力が向上しているか、或いはユーザーに不調が発生してい
ないか等を判断できる。なお、類似条件としては、距離、アップダウン、ペースの少なく
ともいずれかを条件として類似ワークアウト情報を抽出することも可能である。
【０２３０】
　ボード画面において、ユーザーが任意にカードを作成できるように構成してもよい。た
とえば、履歴情報の中から任意のワークアウト情報を「お気に入り」あるいは「マイベス
ト」や「ベンチマーク」としてユーザーが指定し、指定されたワークアウト情報（指定ワ
ークアウト情報）に対応するワークアウト情報を表示するカードを、ベンチマークカード
として表示しても良い。そして、受付部が受け付けたワークアウト情報が、指定ワークア
ウト情報との類似ワークアウトである場合に、これらの比較結果をカードに表示するよう
に構成してもよい。たとえば、指定ワークアウト情報と、該指定ワークアウト情報との類
似条件を満たす最新ワークアウト情報を受付部が受け付けると、指定ワークアウトと最新
ワークアウトとの比較結果を、最新ワークアウトに対応するカード、または指定ワークア
ウト情報に対応するカードに表示することができる。
【０２３１】
　７．カレンダー画面
　図２１は、図５のＡ６に示したカレンダー画面の具体例である。図２１の例では、１ヶ
月のカレンダーが表示（Ｊ１）されるとともに、ワークアウトが行われた日には、ワーク
アウトの種別に対応するアイコンが表示される。また、カレンダーの上側には、表示して
いる１ヶ月を対象とした統計情報（例えば運動距離の合計値）が種別ごとに表示され（Ｊ
２）、カレンダーの右側には、対応する１週間を対象とした統計情報が表示される（Ｊ３
）。
【０２３２】
　また、カレンダーのいずれかの日を指定する操作が行われた場合、カレンダーの下部に
は、指定された日に行われたワークアウトの情報が表示される（Ｊ４）。図２１の例では
、トレッキング（Ｊ４１）、バイク（Ｊ４２）、ラン（Ｊ４３）のワークアウト情報が表
示される。Ｊ４で表示される項目としては、例えば図８の履歴情報（Ｄ３２等）と同様に
、日時、地図情報、運動距離、運動時間等を用いればよい。
【０２３３】
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　カレンダーを用いることで、ワークアウトを行った日付から、ワークアウト情報を探す
ことが可能になる。表示処理部１３０は、カレンダー下部に表示されているワークアウト
情報のいずれかを選択する操作が行われた場合に、対応するワークアウト情報を対象とし
て、図１１と同様の詳細画面の表示を行えばよい（Ａ６→Ａ３の画面遷移）。
【０２３４】
　以上、本発明を適用した実施形態およびその変形例について説明したが、本発明は、各
実施形態やその変形例そのままに限定されるものではなく、実施段階では、発明の要旨を
逸脱しない範囲内で構成要素を変形して具体化することができる。また、上記した各実施
形態や変形例に開示されている複数の構成要素を適宜組み合わせることによって、種々の
発明を形成することができる。例えば、各実施形態や変形例に記載した全構成要素からい
くつかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施の形態や変形例で説明した構成
要素を適宜組み合わせてもよい。また、明細書又は図面において、少なくとも一度、より
広義または同義な異なる用語と共に記載された用語は、明細書又は図面のいかなる箇所に
おいても、その異なる用語に置き換えることができる。このように、発明の主旨を逸脱し
ない範囲内において種々の変形や応用が可能である。
【０２３５】
　また本実施形態の手法は、上述した各手順を実行するワークアウト情報表示方法に適用
できる。ここでの手順とは、本明細書及び図面で説明した表示手順や、ユーザーの操作を
受け付ける手順を含む。例えば本実施形態の手法は、図５の画面遷移や、図６、図８～図
１６、図２０、図２１の各画面の表示を行うワークアウト情報表示方法に適用できる。
【符号の説明】
【０２３６】
ＮＥ…ネットワーク、１０…バンド部、１２…嵌合穴、１４…尾錠、１５…尾錠枠、
１６…係止部、３０…ケース部、４０…センサー部、５０…表示部、
１００…ワークアウト情報表示システム、１１０…受付部、１２０…記憶部、
１３０…表示処理部、１４０…処理部、１５０…表示部、２００…ウェアラブル機器、
３００…携帯端末装置、３１０…表示部、４００…情報処理装置、４１０…表示部、
５００…サーバーシステム、６００…システム
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